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氏　名 職　名 担当開始日 研究科名 専　攻　名 講　座　名
寺山　恭輔 教　授　 H31.4.1 文学研究科 広域文化学 西洋文化学
辻森　　樹 教　授 H27.9.1 理学研究科 地　　学 ―
平野　直人 准教授　 H21.6.1 理学研究科 地　　学 ―
後藤　章夫 助　教　 H11.8.1 理学研究科 地　　学 ―
宮本　　毅 助　教　 H12.4.1 理学研究科 地　　学 ―
工藤　純一 教　授　 H8.4.1 情報科学研究科 情報基礎科学 広域情報処理論
千葉　　聡 教　授 H25.4.1 生命科学研究科 生態システム生命科学 地域生態学
平野　尚浩 助　教　　R1.10.1 生命科学研究科 生態システム生命科学 地域生態学
佐藤　源之 教　授　 H15.4.1 環境科学研究科 先進社会環境学 環境応用政策学
菊田　和孝 助　教 H29.10.1 環境科学研究科 先進社会環境学 環境応用政策学
瀬川　昌久 教　授　 H15.4.1 環境科学研究科 先端環境創成学 東北アジア地域社会論
上野　稔弘 准教授　 H15.4.1 環境科学研究科 先端環境創成学 東北アジア地域社会論
高倉　浩樹 教　授　 H15.4.1 環境科学研究科 先端環境創成学 東北アジア地域社会論
明日香壽川 教　授　 H15.4.1 環境科学研究科 先端環境創成学 東北アジア地域社会論
石井　　敦 准教授　 H17.4.1 環境科学研究科 先端環境創成学 東北アジア地域社会論
岡　　洋樹 教　授　 H15.4.1 環境科学研究科 先端環境創成学 東北アジア地域文化論


























































































































































































































































































（A）  教員等の配置、研究組織構成状況（2021年3月現在） 
























教　授 2013.4- 寺山　恭輔 ロシア・ソ連史、日露・日ソ関係史
教　授 2013.4- 高倉　浩樹 社会人類学、シベリア民族誌




教　授 2006.4- 岡　　洋樹 東洋史、モンゴル史
教　授 2019.4- 佐野　勝宏 先史考古学、実験考古学
准教授 1997.4- 柳田　賢二 言語学、ロシア語学、言語接触の研究
中国研究
教　授 1996.5- 瀬川　昌久 文化人類学、華南地域研究
教　授 2004.4- 明日香壽川 環境政策論
准教授 2001.4- 上野　稔弘 中国現代史、中国民族学
日本・朝鮮
半島研究
准教授 2004.10- 石井　　敦 国際関係論、科学技術社会学
准教授 2018.4- デレーニ　アリーン 文化人類学、日本民族誌、沿岸文化
准教授 2020.10- 程　　永超 日本近世対外関係史、東アジア国際関係史
助　教 1997.5- 宮本　　毅 火山岩岩石学、火山地質学
地域生態系
研究
教　授 2013.4- 千葉　　聡 生態学、保全生物学、進化生物学
助　教 2019.10- 平野　尚浩 進化生態学、軟体動物学、古生物学
地球化学
研究分野
教　授 2015.9- 辻森　　樹 地質学、変成岩岩石学
准教授 2013.4- 平野　直人 地質学、岩石・鉱物・鉱床学、地球宇宙科学




科学研究 教　授 2001.4- 工藤　純一 環境情報学、デジタル画像理解学
資源環境
科学研究
教　授 1997.4- 佐藤　源之 電磁波応用工学 
















特任助教 2019.4- 金　　　丹 環境経済、地域研究
















准教授 2012.4- 荒武賢一朗 日本近世・近代史
助　教 2018.10- 藤方　博之 日本近世史、家族史、武家社会論
助　教 2019.4- 野本　禎司 歴史学、日本近世史、地域史
－ 20 －





















（B）   現職専任教員等の年齢、勤続年数、博士号取得状況（2021年3月31日現在）
（C）  専任教員の最終出身大学院（2021年3月31日現在）





















副センター長 千葉　　聡 研究推進事業の企画 ･ 立案、国内外の研究
者との研究連携支援
助教 滕　　媛媛









准教授 2012.4- 荒武賢一朗 日本近世・近代史
助教 2018.10- 藤方　博之 日本近世史、家族史、武家社会論
助教 2019.4- 野本　禎司 歴史学、日本近世史、地域史
区　　　　分 教　　授 准　教　授 助教・助手
教員の平均年齢　　　（2021年３月現在） 57.9歳 48.7歳 43.2歳
教員の平均勤続年数　（2021年３月現在） 13年３ヶ月 11年６ヶ月 ６年１ヶ月
博士号取得者数　　　（2021年３月現在） 10人 ４人 10人










































井上　瑠菜 2019.4.1 ～2021.3.31 上廣歴史資料学研究部門 荒武賢一朗




王　　蘇芸 2020.11.10 ～2021.3.31 資源環境科学研究分野 佐藤　源之
－ 22 －
（F）  外国人研究員（海外）受け入れ状況　　 ※太字が本年度招聘者
〔氏名／在任期間：所属〕
カザンツェフ，セルゲイ・V. ／ 1996.10.1 ～ 1996.12.31
　　：ロシア、ロシア科学アカデミーシベリア支部　経済産業技術研究所副所長
石　昌渝（セキ　ショウユ）／ 1997.1.1 ～ 1997.6.30
　　：中国、中国社会科学院大学院教授
オチル，アユーダイ／ 1997.10.1 ～ 1998.3.31
　　：モンゴル、モンゴル科学アカデミー歴史研究所所長
李　仁遠（リ　インウォン）／ 1997.12.1 ～ 1998.3.31
　　：韓国、韓国弘益大学校都市土木工学科教授
セリベルストフ，ビァチェスラフ／ 1998.4.1 ～ 1998.6.30
　　：ロシア、ロシア科学アカデミーシベリア支部経済・産業管理技術研究所副所長
スミルノワ，タマラ／ 1998.5.1 ～ 1998.8.31
　　：ロシア、ロシア科学アカデミーシベリア支部　無機化学研究所主任研究員
許　志宏（キョ　シコウ）／ 1998.8.1 ～ 1998.11.30
　　：中国、中国科学院冶金研究所　上級教授
ゲレル，オチル／ 1998.9.1 ～ 1998.12.25
　　：モンゴル、モンゴル技術大学教授
朴　星來（パク　ソンネ）／ 1999.1.1 ～ 1999.3.31
　　：韓国、韓国外国語大学校人文大学史学科教授
クズネツォフ，フョードル，A. ／ 1999.1.1 ～ 1999.3.31
　　：ロシア、ロシア科学アカデミーシベリア支部　無機化学研究所長
劉　世徳（リュウ　セトク）／ 1999.4.10 ～ 1999.7.9
　　：中国、中国社会科学院文学研究所教授
イワノフ，ヴィクトル／ 1999.5.1 ～ 1999.8.31
　　：ロシア、ロシア科学アカデミー極東支部　火山研究所教授
朝　克（チョウ　コク）／ 1999.8.1 ～ 1999.10.31
　　：中国、中国社会科学院民族研究所教授
セナラス，ユダヤ　ガミニ／ 1999.9.1 ～ 1999.11.30
　　：スリランカ、モラツワ大学上級講師
鄭　在貞（チョン　ジェジョン）／ 1999.12.2 ～ 2000.3.5
　　：韓国、ソウル市立大学校教授
ブラック，ジョン　アンドルー／ 1999.12.1 ～ 2000.3.31
　　：オーストラリア、ニューサウスウェールズ大学教授
キム・レチュン／ 2000.4.1 ～ 2000.6.30
　　：ロシア、ロシア科学アカデミー世界文学研究所主席研究員
モシキン，ミハイル／ 2000.4.1 ～ 2000.7.31
　　：ロシア、ロシア科学アカデミーシベリア支部　動物分類・生態学研究所教授
李淵昊（ソ　ヨノ）／ 2000.7.1 ～ 2000.9.30
　　：韓国高麗大学教授
イローヒン，ゲナディ／ 2000.8.1 ～ 2000.11.30
－ 23 －
　　：ロシア、ロシア科学アカデミーシベリア支部
確精扎布（チョイジンジャブ）／ 2000.10.1 ～ 2001.1.15
　　：中国内蒙古大学教授
高　哲煥　（コー　チュルワン）／ 2000.12.1 ～ 2001.2.28
　　：韓国、ソウル大学校海洋学部教授
馬　建釗（マー　チエンチャオ）／ 2001.2.10 ～ 2001.5.31
　　：中国広東省民族研究所所長
劉嘉麒（リュー　ジャーチ）／ 2001.4.1 ～ 2001.6.30
　　：中国科学院地質学地球物理学研究所所長
タマーラ　エセノヴァ／ 2001.6.1 ～ 2001.9.15
　　：ロシアカルムイク国立大学
ミカエル　エポフ／ 2001.7.1 ～ 2001.10.31
　　：ロシア科学アカデミーシベリア支部地球物理科学研究所副所長
恩和巴図／ 2001.9.16 ～ 2002.2.28
　　：内蒙古大学蒙古語文研
Dendevin Badarch ／ 2001.11.1 ～ 2002.2.14
　　：モンゴル科学技術大学学長
Victor Okurgin ／ 2002.2.15 ～ 2002.6.14
　　：ロシア科学アカデミー極東支部　火山学研究所
鄭　永振／ 2002.3.31 ～ 2002.8.31
　　：中国延辺大学・渤海史研究所教授
Fan-Niang Kong ／ 2002.6.15 ～ 2002.10.14
　　：ノルウエー土木研究所
アレクセイ A. キリチェンコ／ 2002.9. 1 ～ 2003.1.10
　　：ロシア科学アカデミー東洋学研究所
ウラジミール　ロマノビッチ　ベロスロドフ／ 2002.10.15 ～ 2003.2.14
　　：ロシア科学アカデミーシベリア支部　無機化学研究所教授
王満特嘎／ 2003.1.11 ～ 2003.5.14
　　：モンゴル中央民族大学言語学院　蒙古語言文学部
Wolfgang-Martin Boerner ／ 2003.2.17 ～ 2003.6.14
　　：イリノイ大学シカゴ校教授
ツイムジト　プルブエワ　ワンチコワ／ 2003.5.16 ～ 2003.9.30
　　：ロシア科学アカデミーシベリア支部モンゴル学チベット学仏教学研究所
金　旭／ 2003.6.15 ～ 2003.10.14
　　：中国吉林大学・地球探測科学興技術学院教授
朴　承憲／ 2003.10.1 ～ 2004.1.31
　　：中国・延辺大学東北亜研究院院長
レオポルド　イサク チェルニャフスキー／ 2003.11.10 ～ 2004.2.29
　　：ロシア科学アカデミーシベリア支部　無機化学研究所情報研究部部長
ネリー　レシチェンコ／ 2004.2.2 ～ 2004.5.31
　　：ロシア科学アカデミー東洋学研究所・上級研究員
－ 24 －
サンドラ　ジェロニモ　カテーン／ 2004.3.7 ～ 2004.6.30
　　：フイリピン大学国立地質学研究所助教授
S. V. Rasskazov ／ 2004.7.1 ～ 2004.10.31
　　：イルクーツク州立大学教授
尹　豪／ 2004.6.1 ～ 2004.9.30
　　：吉林大学東北亜研究院・副院長
ミン・ビョンウク／ 2004.10.1 ～ 2005.2.10
　　：釜山大学校師範大学国語教育科教授
ウラジミール　ロマノビッチ　ベロスロドフ／ 2004.11.1 ～ 2005.2.28
　　：ロシア科学アカデミーシベリア支部無機化学研究所固体統計熱力学研究部門教授
フグジルト／ 2005.2.11 ～ 2005.5.31
　　：内蒙古大学教授　兼副学長
A. Yurlov ／ 2005.3.1 ～ 2005.6.30
　　：ロシア科学アカデミーシベリア支部動物分類学生態学研究所主任研究員
銭　杭（チエン・ハン）／ 2005.6.1 ～ 2005.9.30
　　：中国　上海社会科学院歴史研究所研究員
金　喜俊／ 2005.7.1 ～ 2005.10.31
　　：釜山大学教授
S. A. Papkov ／ 2005.10.1 ～ 2006.1.31
　　：ロシア科学アカデミーシベリア支部歴史研究所上級研究員
金　亜秋／ 2005.11.1 ～ 2006.2.28
　　：中国　復旦大学教授
S. Bouterey ／ 2006.2.13 ～ 2006.6.30
　　：カンタベリー大学言語文化学部助教授・学部長
N. Yurlova ／ 2006.3.1 ～ 2006.6.30
　　：ロシア科学アカデミーシベリア支部動物分類学生態学研究所上級研究員
魏　海泉／ 2006.7.1 ～ 2006.10.31
　　：中国　地震局地質研究所副研究員
S. Formanek ／ 2006.7.17 ～ 2006.11.30
　　：オーストリア国立学術アカデミーアジア文化・思想史研究所上級研究員
劉　財／ 2006.11.3 ～ 2007.2.28
　　：中国　吉林大学教授・地球探測科学与技術学院長、地球物理研究所長
ダシダワー，チョローン／ 2006.12.2 ～ 2007.3.15
　　：モンゴル科学アカデミー歴史研究所長
L. Kondrashov ／ 2007.3.13 ～ 2007.6.30
　　：ロシア　ハバロフスク州立自然環境管理訓練所長
ツォルモン，ソドノム／ 2007.3.16 ～ 2007.6.30
　　：モンゴル科学アカデミー歴史研究所　シニア・サイエンティスト
Ignatyeva Vanda ／ 2007.7.1 ～ 2007.9.30
　　：ロシア　サハ共和国アカデミー人文科学研究所政治学社会学部門部長
Belosludov Vladimir ／ 2007.7.2 ～ 2007.10.31
－ 25 －
　　：ロシア科学アカデミーシベリア支部無機化学研究所教授
特木爾巴根／ 2007.10.1 ～ 2008.1.15
　　：中国　内蒙古師範大学蒙古語言文学研究所教授
Voytishek Elena ／ 2007.11.5 ～ 2008.2.29
　　：ロシア　ノボシビルスク国立大学准教授
Yadrenkina Elena ／ 2008.1.16 ～ 2008.5.15
　　：ロシア科学アカデミーシベリア支部動物分類学生態学研究所上級研究員
白音門徳／ 2008.3.1 ～ 2008.6.30
　　：中国　内蒙古大学蒙古言語研究所教授
Jan Olof Svantesson ／ 2008.5.19 ～ 2008.8.31
　　：スウェーデン　ルンド大学教授
飯坂　譲二／ 2008.7.1 ～ 2008.10.31
　　：カナダ　ビクトリア大学地理学科教授
布仁巴図／ 2008.9.1 ～ 2009.1.15
　　：中国　内蒙古大学蒙古学学院教授
Black John Andrew ／ 2008.11.1 ～ 2009.3.31
　　：オーストラリア　シドニー大学建築、設計計画学部教授
Stammler Florian ／ 2009.1.16 ～ 2009.7.15
　　：フィンランド　ラップランド大学北極センター上級研究員
Dubinina Nina ／ 2009.4.1 ～ 2009.6.30
　　：ロシア　ハバロフスク国立教育大学教授
Dashi D. Darizhapov ／ 2009.7.1 ～ 2009.12.31
　　：ロシア科学アカデミー・シベリア支部ブリヤート科学センター物理学部リモートセンシング
　　　研究室長
Erdene Purevjav ／ 2009.8.1 ～ 2009.11.30
　　：モンゴル科学アカデミー言語文化研究所言語研究部門主任
嘎日迪／ 2009.12.1 ～ 2010.3.31
　　：内蒙古師範大学蒙古学学院教授
曺三相／ 2010.1.1 ～ 2010.5.31
　　：韓国　釜山大学韓国研究所 研究員
Boyakova Sardana ／ 2010.4.11 ～ 2010.7.15
　　：ロシア　ロシア科学アカデミーシベリア支部人文学・北方民族問題研究所　20-21世紀歴史
　　　学部門部長
朴慶洙／ 2010.6.1 ～ 2010.8.30
　　：韓国　江陵大学校人文大学日本学科教授
那順烏日図／ 2010.8.1 ～ 2010.11.30
　　：中国　内蒙古大学蒙古学学院教授
李晶／ 2010.9.1 ～ 2011.1.31
　　：中国　広東海洋大学外国語学院教授
ウラジミール・ヤクボフ／ 20010.12.1 ～ 2011.3.31
　　：ロシア　トムスク国立大学教授
－ 26 －
セルゲイ・ソコロフ／ 2011.2.1 ～ 2011.2.28
　　：ロシア科学アカデミー地質研究所教授・所長代理
金　旭／ 2011.3.1 ～ 2011.6.30
　　：中国　吉林大学教授
哈斯巴特爾／ 2011.6.1 ～ 2011.9.30
　　：中国　黒竜江大学・教授
Boerner Wolfgang-Martin ／ 2011.7.1 ～ 2011.9.29
　　：アメリカ　イリノイ大学シカゴ校・名誉教授
斯琴巴特爾／ 2011.10.1 ～ 2012.1.31
　　：中国　内蒙古大学・教授
敖特根／ 2012.2.1 ～ 2012.5.31
　　：中国　西北民族大学・教授
Sereenen JARGALAN ／ 2012.2.1 ～ 2012.4.30
　　：モンゴル　モンゴル科学技術大学・教授
Gavrilyeva Tuyara/2012.5.1 ～ 2012.8.31
　　：ロシア　サハ共和国北方地域経済研究所・主任研究員
烏力吉巴雅爾 /2012.6.1 ～ 2012.8.31
　　：中国　中央民族大学・教授
Koch Magaly/2012.9.1 ～ 2012.11.30
　　：アメリカ　ボストン大学リモートセンシングセンター・研究准教授




Chimitdorzhiev Tumen/2013.1.1 ～ 2013.1.31
　　：ロシア　ロシア科学アカデミーシベリア支部・ブリアート科学センター・物理物質研究所副
　　　所長
Laikhansuren  Altanzaya/2013.4.1 ～ 2013.7.31
　　：モンゴル　モンゴル国立教育大学・歴史・社会科学部・教授
潘　建国 /2013.9.1 ～ 2013.11.30
　　：中国　北京市北京大学・中文系・教授
巴雅爾 /2013.9.2 ～ 2013.12.31
　　：中国　内蒙古師範大学・旅游学院・教授
Ligthart Leonardus Petrus/2014.2.1 ～ 2014.3.14
　　：オランダ　デルフト工科大学・名誉教授







Chernolutckaia Elena/2014.9.1 ～ 2014.11.30
　　：ロシア　ロシア科学アカデミー極東支部・歴史・考古学・極東諸民族人類学研究所・主任上
　　　級研究員
巴達瑪敖徳斯爾 /2014.10.1 ～ 2015.1.31
　　：中国　内蒙古大学・教授
Kondrashin Viktor/2015.1.20 ～ 2015.4.19
　　：ロシア　ベリンスキー名称国立ペンザ教育大学ロシア史・歴史教授法学科長・教授
Chen Zhining/2015.3.13 ～ 2015.4.23、2015.5.19 ～ 2015.5.29
　　：シンガポール　シンガポール国立大学・教授
Fondahl Gail Andrea/2015.4.6 ～ 2015.6.30
　　：カナダ　ノーザン・ブリティッシュ・コロンビア大学・副学長・教授
Dilek Yildirim/2015.5.28 ～ 2015.8.21
　　：アメリカ　国際地質科学連合会副会長・マイアミ大学・教授
Delaney Alyne Elizabeth/2015.10.1 ～ 2016.1.31
　　：デンマーク　アールボルグ大学・准教授
葉　爾達 /2015.10.1 ～ 2016.1.31
　　：中国　中央民族大学・蒙古語言文学系・教授
Abera Deraje Ayalew/2016.2.4 ～ 2016.3.26
　　：エチオピア　アジスアベバ大学・教授
胡格吉夫 /2016.3.1 ～ 2016.4.30
　　：中国　中央民族大学・蒙古語言文学系・教授
Vladimir Malkovets/2016.11.1 ～ 2017/1.14
　　：ロシア　ロシア科学アカデミーシベリア支部・ソボレフ地質学鉱物学研究所・上級研究員
Tsevel Shagdarsuren/2016.11.1 ～ 2017.1.31
　　：モンゴル　ウランバートル国際大学・教授・モンゴル学研究所長
Giovanni Nico/2017.1.16 ～ 2017.3.31
　　：イタリア　国立研究機構（CNR）応用数学研究所・研究員
Sergei Andreevich Papkov/2017.2.1 ～ 2017.3.31
　　：ロシア　ロシア科学アカデミーシベリア支部・歴史研究所・上席研究員
Kazi A Kalpoma/2017.4.1 ～ 2017.6.30
　　：バングラデシュ　アメリカ国際大学バングラデシュ・教授
Menno Schilthuizen/2017.5.6 ～ 2017.7.6
　　：オランダ　ライデン大学・教授
蔡　金河 /2017.7.1 ～ 2017.8.31
　　：台湾　国立東華大学・教授
Nelson Boniface/2017.7.1 ～ 2017.9.30
　　：タンザニア　ダルエスサラーム大学・上級講師
Jean-Michel Friedt/2017.10.1 ～ 2017.12.28
　　：フランス　大学間マイクロエレクトロニクスセンター・ポストドクトラルフェロー








44 33 9 13 32
Tamara Litvinenko/2018.1.10 ～ 2018.3.30
　　：ロシア　ロシア科学アカデミー地理学研究所・上級研究員
Habeck Joachim Erich Otto/2018.4.1 ～ 2018.6.30
　　：ドイツ　ハンブルグ大学・教授
Sharygin Igor/2018.5.1 ～ 2018.7.27
　　：ロシア　ロシア科学アカデミー・シベリア支部ソボレフ地質学鉱物学研究所・上級研究員
Aldo Tollini/2018.7.1 ～ 2018.8.31
　　：イタリア　ヴェネツィア・カ・フォスカリ大学アジア・北アフリカ研究学部・准教授
Islamov Bakhtiyor/2018.8.1 ～ 2018.10.31
　　：ウズベキスタン　プレハーノフ記念ロシア経済アカデミータシケント校・教授
Munkhtseren Zolzaya/2018.12.17 ～ 2019.3.15
　　：モンゴル　モンゴル国立芸術文化大学芸術文化研究学院・准教授
Stammler Florian/2019.1.18 ～ 2019.3.29
　　：フィンランド　ラップランド大学北極センター・教授
Flores Reyes Kennet Eduardo/2019.6.1 ～ 2019.8.30
　　：アメリカ　ニューヨーク市立大学ブルックリン校・助教
Kondrashin Viktor/2019.7.1 ～ 2019.9.30
　　：ロシア　ロシア科学アカデミーロシア史研究所・上級研究員
SAFONOVA Inna/2019.9.2 ～ 2019.11.29
　　：ロシア ノボシビルスク国立大学・上席研究員
Shovon Mohammad Shariar/2019.10.1 ～ 2019.11.28
　　：バングラデシュ　ラジシャヒ大学生命・地球学部・准教授











平川　　新 2014.4.1 ～ 2021.3.31 寄附研究部門
客員准教授
氏　　名 期間 所属部門名
小谷　竜介 2018.4.1 ～ 2021.3.31 プロジェクト研究部門（災害人文学研究ユニット）
（G）  兼務教員受け入れ状況（2021年3月現在）























（J）  その他研究員 
客員研究員　※太字は2017.3.31現在受入中
氏　　名 期　　間 研　究　課　題
劉　四新 2007.7.5 ～ 2007.10.1 ボアホールレーダの数値計算並びに実験
キム　ヂョンホ 2007.7.25 ～ 2007.8.25 近世韓日の科学技術史と科学技術政策の政治思想的特性に関する比較研究
包　聯群 2007.4.1 ～ 2010.3.31 モンゴル語と周辺言語との言語接触の研究
ハーリィド　フォウド　








王　三慶 2009.5.27 ～ 2009.8.26 日本の漢文小説研究
ハタンバーナル　
ナツァグ　ドルジ 2009.6.10 ～ 2009.8.29 エルデニ・ゾー寺院の歴史
ダリチャポフ　ブラット 2009.9.18 ～ 2009.12.31 日本企業のシベリアへの投資に関する研究
カジ　エ　カレポマ 2009.11.1 ～ 2011.3.31 人工衛星の画像処理とデータベース構築
恩　和 2010.6.1 ～ 2010.6.30 福沢諭吉にみる民族主義思想の形成
チョローン　ダシダワー 2011.8.23 ～ 2012.6.30 モンゴルにおける日本人抑留兵（1945-1947年）
シャルグラノワ　オリガ 2012.3.15 ～ 2013.3.14 東北アジアにおけるモンゴル系移民の民族的統合の構築：民族社会学と宗教の諸要素
Chen Jie 2012.11.16～ 2013.1.14 環境リモートセンシング
Kazi A Kalpoma 2013.8.1 ～ 2013.12.31 衛星画像の可視化処理
Yu Quan 2013.10.1 ～ 2014.10.31 中世モンゴル語の研究
Webster Sophie 2015.3.28 ～ 2015.5.27 東アジアの陸生貝類の生物地理学研究
丁　澤剛 2016.4.6 ～ 2016.7.15 地中レーダの設計に関する研究
劉　麗 2016.5.22 ～ 2016.11.22 地中レーダの設計に関する研究
Fetime Roberto　
Chauque 2017.10.1 ～ 2018.3.31
モザンビーク、テテ地域モザンビーク帯南
部の地史
桂　花 2017.10.1 ～ 2018.9.30 清朝服属以前のハルハ・ザサクト・ハン部の歴史研究
IVANOVA AYTALINA 2019.1.10 ～ 2019.3.31 北東アジアの牧畜民と都市部へ移住したその子孫達の法人類学的安全保障について
斉　英 2019.4.1 ～ 2020.9.30 清代モンゴルのアルバ（賦役）に関する研究
内藤　寛子 2020.4.1 ～ 2021.3.31 権威主義体制下における「法治」の実態とその条件
福田　雄 2020.4.1 ～ 2021.3.31 無形民俗文化財における祭具の三次元計測とその応用
フルブライト米国人招聘講師 ･ 研究員
氏　　名 期　　間 研　究　課　題







コ ン プ ラ イ ア ン ス 委 員 会
総務担当副センター長
ハ ラ ス メ ン ト 防 止 対 策 委 員 会




片 平 ま つ り 実 行 委 員 会
男 女 共 同 参 画
国際文化研究科等事業場安全衛生委員会
将来計画委員会














野々山朋信 2020.7.1 ～ 2022.3.31 数理生物学
日本学術振興会特別研究員　※編集注記：2009年度版より当該年度受入者に限り記載
氏　　名 期　　間 受　入　教　員 資　格
藤本健太朗 2019.4.1 ～ 2022.3.31 寺山　恭輔　教授 PD
泉　　佑太 2018.4.1 ～ 2021.3.31 佐藤　源之　教授 DC1
高橋菜緒子 2019.4.1 ～ 2022.3.31 辻森　　樹　教授 DC1




委　　員　　会　　名 委員氏名 任　期 備　　　考
安全保障輸出管理アドバイザー 辻森　　樹 2.4.1 ～ 部局推薦の輸出管理アドバイザーが委員となる
安全保障輸出管理アドバイザー兼安全保
障輸出管理委員 後藤　章夫 28.4.1 ～
安全保障輸出管理担当者 清水　俊和 27.7.1 ～
エネルギー連携推進委員会委員 センター長 高倉浩樹（29.4.1～31.3.31） （31.4.1 ～ 33.3.31）
　　　　　　〃　　　　　幹事 佐藤　源之 設置期限設けない










学務審議会 岡　　洋樹 31.4.1 ～33.3.31 教授




























原子科学安全専門委員会 石井　　敦 教授　准教授から１名R2.4.1 ～
環境保全センター運営専門委員会 本年度割当て無 研究所群から１人
基金企画推進室員 岡　　洋樹 21.4.1 ～ （本部推薦）



















クト担当教員 寺山　恭輔 31.4.1 ～
研究所長会議「研究所連携若手
交流会」WG 委員27年度解体
研究所長会議 WG 委員 磯貝　真澄 2.4.1 ～ H28.3第５回研究所長会議で決定









（東北大学ポータルサイト） 宮本　　毅 31.4.1 ～
広域交通計画等検討委員会 （本部推薦）
広報連絡員 宮本　　毅 31.4.1 ～33.3.31




小松シベリア学術交流助成金運営委員 高倉　浩樹 31.4.1 ～33.3.31
30.12.11委嘱伺い
（委員長の指名）
コラボレーション ･ オフィス運営委員会 岡　　洋樹 31.4.1 ～33.3.31 人文社会系諸部局










































「東北大学サイエンスカフェ」WG 委員 センター長 岡　　洋樹
東北大学出版会評議員会 センター長










評価分析室員 寺山　恭輔 31.4.1 ～ H31.3.19付依頼文あり
部局長連絡会議 センター長 センター長
附属図書館商議会 寺山　恭輔 2.4.1 ～4.3.31 教授














高倉　浩樹 30.4.1 ～ （室員）　期間の定め無
岡　　洋樹 30.4.1 ～ （室員）　　　　〃
柳田　賢二 30.4.1 ～ （室員）　　　　〃
六カ所村センター検討委員会（仮称） 辻森　　樹 2.4.1 ～3.3.31 教授（庶務　研究推進部）
－ 35 －
〈センター内各種委員会〉


























































































































































区　　　　分 2016 2017 2018 2019 2020










科 学 研 究 費 補 助 金 38 43 45 46 38
科 学 研 究 費 補 助 金
以 外 の 政 府 資 金 0 0 0 0 7
民 間 等 と の 共 同 研 究 0 0 6 2 1
受 託 研 究 46 34 9 17 15
受 託 事 業 9 7 7 8 8
寄 附 金 32 37 33 39 41
学 術 指 導 0 2 0 0 0
総　　　　計 541 518 490 517 524











受託研究  4.67% 学術指導  0.08%



















区　　　分 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度
人件費 運営費交付金 231 234 256 249 251
物件費
運営費交付金 103 95 84 86 98
その他 82 67 50 70 65





2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 計



































































































































































































































2.04 1.73 1.58 1.57 1.44 1.79 











1.63 1.91 1.89 1.88 1.40 1.86 











  〈科研費採択率実績（2016年度～ 2020年度）〉
（D）  外部資金受入状況
〈民間等との共同研究、受託研究、奨学寄付金受け入れ状況〉　 （金額単位：千円）
区　　　分 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度
民間等との共同研究
件数 3 3 3 2 2
金額 495 275 6,000 2,000 847
受 託 研 究
件数 5 4 4 4 4
金額 45,845 33,599 9,207 16,709 14,838
受 託 事 業
件数 2 1 1 1 1
金額 9,484 6,650 6,795 7,700 7,769
寄 附 金
件数 3 6 4 8 9
金額 31,850 36,660 33,290 39,450 40,600
学 術 指 導
件数 0 1 0 0 0
金額 0 2,333 0 0 0




件数 13 15 12 16 17




金額 受　入　先 金額 受　入　先 金額 受　入　先
共同研究 3,000 株式会社安藤・間 2,000 株式会社安藤・間 847 株式会社安藤・間
3,000 三菱マヒンドラ農機株式会社
受託研究 657 国立研究開発法人新エネル














寄 附 金 31,500 公益財団法人上廣倫理財団 31,500 公益財団法人上廣倫理財団 31,500 公益財団法人上廣倫理財団
900 一般財団法人自然環境研












1,400 公益財団法人三菱財団 600 公益財団法人河川財団



















金額 受　入　先 金額 受　入　先 金額 受　入　先











6,264 国立研究開発法人森林総合研究所 250 栗原市 3,000 株式会社熊谷組
226 国立研究開発法人科学技術振興機構 4,200 国立大学法人北海道大学
2,300 国立大学法人北海道大学 6,264 国立研究開発法人森林総合研究所
440 国立研究開発法人科学技術振興機構




















名　称　・　題　目 研究者 相手方・委託者・寄附者 金　額
民間等との共同研究





1 地中レーダによる環境計測の適用性に関する研究 佐藤　源之 いであ株式会社 650,000








































1 中小企業経営支援等対策費補助金 佐藤　源之 公益財団法人さいたま市産業創造財団 6,967,296
－ 44 －
〈補助金間接経費〉 （金額単位：百万円）
区　　分 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度
補助金間接
経　費
件　数 26 26 29 30 29
金　額 


































































































































































Rev i t a l i s i n g /Re - imag i n i n g  t h e 
Commons in an era of social and 






































































































































新たな群集 1,100 0 








































































































































英 語：Research Unit for the Multidisciplinary Study of Continuities and 



















































































学際性の有無 ［ 有 ］ 参加専門分野数： 分野名称 地質学、考古学、人類学
文理連携性の有無 ［ 有 ］ 特記事項：

































の大陸地殻安定化と人類の環境適応（Continental Amalgamation and Stabilization of Northeast 
Asia: Stories before the Stone Age）』を開催した他、そのフォローアップとして国際ワーク
ショップ『人類史を巡る文理融合方法論の最前線（Integration of Humanities with Sciences: New 



































内藤　寛子 同・研究支援部門情報拠点分野・助教 / JETRO アジア経済研究所






































































09:00 ～ 09:30　活動報告１（福島大学経済経営学類 朱ゼミ）
09:30 ～ 10:00　活動報告２（明治大学商学部 町田ゼミ）
























フォームの立ち上げを、ISEP との協力で実施した。これは「Energy Transition 




10:50 ～ 11:20　何 為民（広東海洋大学寸金学院 准教授）　
「広東 - 海南自由貿易区における物流システムの構築と環境
保全」
11:20 ～ 11:50　町田 一兵（明治大学 教授）
「ポストコロナ時代における中国の国際航空貨物及び環境配
慮型陸路輸送の動向」
11:50 ～ 12:20　金　丹（東北大学 特任助教）　
「産業高度化に伴う物流の変化－瀋陽市の事例を中心に」





































文理連携性の有無 ［ 有 ］ 特記事項：環境問題に関する文理の情報発信のためのプラットフォームとして WEB サイトを立ち上げた。
社会還元性の有無 ［ 有 ］ 内容：動画の製作、WEB サイトの立ち上げにより、社会への研究成果還元を目的とした活動を行った。



























英 語：Unit for Anthropological Studies on the Social Change and the Cultural 





















































































学際性の有無 ［ 無 ］ 参加専門分野数： 分野名称
文理連携性の有無 ［ 無 ］ 特記事項：












最終年度 該当　［ 有 ］
－ 59 －











































































国際研究所・助教）による報告「Post-Disaster Storytelling in Tohoku: From 



























































文理連携性の有無 ［ 有 ］ 特記事項：災害工学、災害医学

















































































































































































































2020年９月16日　NRIAG 研究員と web 会議






























学際性の有無 ［ 有 ］ 参加専門分野数： 分野名称 考古学＋電気工学
文理連携性の有無 ［ 有 ］ 特記事項：































































































































































最終年度 該当　［ 無 ］
－ 70 －




































































Ye B., Saito T., Hirano T., Dong Z., Do V. T., & Chiba, S. （2020） Human-
geographic effects on variations in the population genetics of Sinotaia quadrata 
（Gastropoda: Viviparidae） that historically migrated from continental East Asia 
to Japan.　Ecology & Evolution 10: 8055-8072.
https://doi.org/10.1002/ece3.6456
Ye B, Hirano T, Saito T, Dong Z, Do V T, Chiba S. Molecular and morphological 
evidence for a unified, inclusive Sinotaia quadrata （Benson） （Gastropoda: 
Viviparidae: Bellamyinae）. Journal of Molluscan Studies （in press）.
Yamazaki D., Hirano T., Chiba S. & Fukuda H. （2020）. A new replacement 
name for Chlorostoma lischkei Pilsbry, 1889 （not of Tapparone-Canefri, 1874） 


























学際性の有無 ［ 有 ］ 参加専門分野数：２ 分野名称 モンゴル・中央アジア研究分野、中国研究分野
文理連携性の有無 ［ 有 ］ 特記事項：文化・歴史研究と生物学の連携








北 大 学 プ レ ス リ リ ー ス は、https://www.tohoku.ac.jp/japanese/2020/12/
press20201217-04-kai.html
－ 72 －




文理連携性の有無 ［ 有 ］ 特記事項：医学、看護学



































































• Cultural Heritage Preservation Using Radar Technology in Egypt
























氏　名 所属・職名 専門分野 役割
瀬川　昌久 本センター・教授 文化人類学 漢族、東南少数民族
川口　幸大 文学研究科・准教授 文化人類学 広東省の漢族


















































学際性の有無 ［ 無 ］ 参加した専門分野数：［１］　分野名称［文化人類学］
文理連携性の有無 ［ 無 ］ 特筆事項：
































氏　名 所属・職名 専門分野 役割
































































研究成果 学会発表（１）本 論文数（８）本 図書（３）冊
専門分野での意義 ［専門分野名］ ［内容］
学際性の有無 ［ 有 ］ 参加した専門分野数：［５］　分野名称［文化人類学、社会学、民俗学、文化財研究、現代美術］
文理連携性の有無 ［ 無 ］ 特筆事項：





















最終年度 該当　［ 無 ］
本共同研究に関わる業績（発表予定含む）
［学会発表］
•福田 雄、“Commemorations of the 2004 Tsunami by the religious minorities in Banda Aceh”、The 
Practicalities and Ethics of Dealing with Disaster Remains and Cultural Heritage、2020年2月20日（招
待有り）
［雑誌論文］
• Hiroki Takakura, Sebastien Boret, 2020 “The Value of Visual Disaster Records from Digital Archives 
and Films in Post-3/11 Japan”, International Journal of Sustainable Development for Human Security , 
7（3）:58-65. https://doi.org/10.24910/jsustain/7.3/5865
• Mathilde Højrup Autzen, Alyne Elizabeth Delaney,2021 “Considering Social Sustainability in Eco-
Certification for Small-Scale Fishing̶Why and How?”, Human Organization ,80（1）:61 - 71 
 https://doi.org/10.17730/1938-3525-80.1.61
• P. Ramírez-Monsalve, K. N. Nielsen, M. Ballesteros, T. S. Kirkfeldt, M. Dickey-Collas, A. Delaney, T. J. 
Hegland, J. Raakjær, P. Degnbol,2021 “Pulling mechanisms and pushing strategies:How to improve 
Ecosystem Advice Fisheries Management advice within the European Union's Common Fisheries 
Policy” , Fisheries Research 233  https://doi.org/10.17730/1938-3525-80.1.61
• Delaney, A.E, 2020 “Denmark & Japan:Comparative Stories of Transitions and Challenges”, 
In the Era of Big Change：Essays About Japanese Small-Scale Fisheries：329 - 336  
• Steins, N.A, Toonen, H.M, Delaney, A.E, 2020 “Commentary 1 to the Manifesto for the Marine 
SocialSciences:fisheries”, Maritime Studies 19（2）  
•瀧川裕貴 , 2020 「戦後日本社会学のトピックダイナミクス：『社会学評論の構造トピックモデル分析』 」
理論と方法 34（2） 
• Nao Sakaguchi 2021 “Memories and Conflicts of Disaster Victims:Why They Wish to Dismantle 









• Shinya Uekusa, Sunhee Lee, 2020  “Sustainable empowerment following disaster: A case of marriage-
migrant women in tohoku”, in Women and　Empowerment: Opportunities and Challenges（Eligio 







Thomas『ふたつの水が出会うとき / When two waters meet』」、Cyg art gallery（岩手県盛岡市）、












大窪　和明 国際文化研究科・助教 国際資源論 モデル解析














































































学際性の有無 ［ 有 ］ 参加した専門分野数：［３］　［土木工学・建築学・文化人類学］





社会還元性の有無 ［ 無 ］ 将来的に，プロジェクト計画における余裕日程や資源割り当ての設定などの実務的な応用につなげていきたい．


































4）　 中里悠人・水谷大二郎・奥村誠： 近接舗装区間の補修同期化の影響分析，2021.3， 土木学会論文
集 D3，76(5)， 登載決定（編集中）






英文）Environmental changes and human behavior between the terminal 




氏　名 所属・職名 専門分野 役割
鹿又　喜隆 文学研究科・教授 考古学 石器機能研究








































学際性の有無 ［ 有 ］ 参加した専門分野数：［２］　分野名称［岩石学、土壌学］
文理連携性の有無 ［ 有 ］ 特筆事項：黒曜石産地分析（岩石学）






















Aoki, Y. et al. (2020.05) Lithic technology before the neolithization in Primorye: Microblade technology 
at the Gorbatka 3 site. “PACIFIC ARCHAEOLOGY: Interaction of cultural centers and peripheries, 















Kanomata Y. et al.（in press）Chapter * Obsidian Transportation Across the Tsugaru Strait in the Context 
of the Late Pleistocene. Quantifying Stone Age Mobility: Scales and Parameters . Springer
－ 86 －











藤沢　　敦 東北大学　総合学術博物館・教授 考古学 情報提供






















































学際性の有無 ［ 有 ］ 参加した専門分野数：［２］　分野名称［エジプト考古学、惑星探査学］
文理連携性の有無 ［ 有 ］ 特筆事項： エジプト考古学者との連携、国内考古学者との交流































氏　名 所属・職名 専門分野 役割
佐野　勝宏 東 北 ア ジ ア 研 究 セ ンター・教授 先史考古学 研究の総括



































































学際性の有無 ［ 無 ］ 参加した専門分野数：［　］　分野名称［　］
文理連携性の有無 ［ 無 ］ 特筆事項： 





































氏　名 所属・職名 専門分野 役割
佐野　勝宏 東 北 ア ジ ア 研 究 セ ンター・教授 先史考古学 研究総括
舘内　魁生 大学院文学研究科・博士課程後期 考古学 調査・分析
王　　　晗 大学院文学研究科・博士課程後期 考古学 調査・分析





































































学際性の有無 ［ 有 ］ 参加した専門分野数：［１］　分野名称［幾何学的形態測定学（生物学）］


































最終年度 該当　［ 無 ］
－ 94 －




氏　名 所属・職名 専門分野 役割
後藤　章夫 東 北 ア ジ ア 研 究 セ ンター・助教 火山学
現地調査，











山崎新太郎 京都大学防災研究所・准教授 自然災害科学 現地調査
松中　哲也 金沢大学環日本海域環境研究センター・助教 地球化学 水試料分析





























































学際性の有無 ［ 有 ］ 参加した専門分野数：［２］　分野名称［火山学，陸水物理学］
文理連携性の有無 ［ 無 ］ 特筆事項：























最終年度 該当　［ 無 ］
本共同研究に関わる業績（発表予定含む）
［学会発表］
Kazuhisa Chikita, Akio Goto, Jun Okada, Satoshi Miura, Mare Yamamoto, Estimates of hydrological, 
thermal and chemical budgets of Okama Crater Lake, Zao Volcano, Japan: A preliminary study. JpGU-
AGU Joint meeting 2020
Kazuhisa Chikita, Akio Goto, Jun Okada, Satoshi Miura, Mare Yamamoto, Groundwater flow system 
inferred by estimates of hydrological, thermal and chemical budgets in Okama Crater Lake, Zao 








氏　名 所属・職名 専門分野 役割
李　　仁子 教育学研究科・准教授 文化人類学 総括、調査　
瀬川　昌久 東 北 ア ジ ア 研 究 セ ンター・教授 文化人類学 共同分析












































































学際性の有無 ［ 有 ］ 参加した専門分野数：［２］　分野名称［文化人類学、日本思想］
文理連携性の有無 ［ 無 ］ 特筆事項：





































（英文）Historical and Ethnological Study of Sakhalin and Kuril Ainu in the 











高倉　浩樹 東 北 ア ジ ア 研 究 セ ンター・教授 社会人類学 研究分担者
Sofya Lim
North-Eastern Federal 
Un i ve r s i t y ,  Rus s i a・
Professor
歴史学 研究分担者
松本あづさ 藤女子大学・准教授 北方史 研究分担者
井上　瑠菜 東 北 ア ジ ア 研 究 セ ンター・学術研究員 美術史 研究分担者






















































学際性の有無 ［ 有 ］ 参加した専門分野数：［3］　分野名称［歴史、美術、社会人類学］
文理連携性の有無 ［ 無 ］ 特筆事項：
社会還元性の有無 ［ 無 ］ ［内容］
































英文）A prospective study to establish a new curating protocol for materials 




氏　名 所属・職名 専門分野 役割




岡　　紘希 東北大学理学部・４年 地質学 記載・資料紐付け
椚座圭太郎 富山大学 名誉教授 地質学 社会実装に関する考察

























































学際性の有無 ［ 有 ］ 参加した専門分野数：［３］　分野名称［地質学　考古学　人類学］
文理連携性の有無 ［ 有 ］ 文理融合で国内外のネットワーク作りが機能しており、海外で競争的資金を得るなどの実績もある。






















のための予察的な標本記載．JpGU-AGU Joint Meeting 2020． 
原田浩伸，辻森樹，青木翔吾，青木勝一，2020, New titanite U‒Pb age of so-called ‘Inishi-type’ calcareous 
 rock from the Hida Belt: Constraints on timing of the carbonate-silicate rock interaction during a 
collision. JpGU-AGU Joint Meeting 2020.
原田浩伸・辻森 樹・椚座圭太郎・山下勝行・高柳栄子・井龍康，2021，Mass transport during carbo 
nate‒silicate rock interaction in a collisional orogen: C-O-Sr isotope study of drill core samples from the 
Hida Belt, Japan.
［雑誌論文］
Harada H., Tsujimori T., Kunugiza K., Yamashita K., Aoki S., Aoki K., Takayanagi H., Iryu Y., 2021, The 
δ13C‒ δ18O variations in marble in the Hida Belt, Japan. Island Arc, v. 30, e12389, https://doi.org/ 
10.1111/iar.12389
Matsunaga S., Tsujimori T., Miyashita A., Aoki S., Aoki K., Pastor-Galán D., Yi K., 2021, Reappraisal of the 
oldest high-pressure type schist in Japan: New zircon U-Pb age of the Kitomyo Schist of the Kurosegawa 
Belt. Lithos, v. 380-381, 105898, https://doi.org/10.1016/j.lithos.2020.105898
Tsujimori T., Mattinson C.G., 2021, Eclogites in different tectonic settings, in Elias S., Alderton D., eds., 







　　   視点
英文）Geological correlation between Japan and Russian Far East: A view from 








氏　名 所属・職名 専門分野 役割
Daniel Pastor-Galán Geology Leading　
Tatsuki Tsujimori Geology Co-Lead












We have analyzed a large series of samples to understand the role of water 
in the Japanese subduction zone. We have received part of the results, but 
not yet interpreted the results. The characterization of the different isotopic 
signatures（O, D, C, and noble gas）will inform about the different processes 
happening during subduction, and the mobility of the different elements during 
the changes in temperature and pressure in the subducting slab. Characterizing 
the chemical evolution of the subduction, in particular related with water, 
gives crucial information to understand the cycle of rocks, the magmatism and 
volcanism and is key for correlations between different tectonic areas. We plan 
to characterize the subduction style in Japan to compare its similarities and 





We are still analyzing the results. But the preliminary idea is appealing. This 
year we have no results yet presented nor participation in conferences, we 






研究成果 学会発表（　）本 論文数（　）本 図書（　）冊
専門分野での意義 ［専門分野名］ ［内容］
学際性の有無 ［ 有／ 無 ］ 参加した専門分野数：［　］　分野名称［　］
文理連携性の有無 ［ 有／ 無 ］ 特筆事項： 











This is still in an infant state, but it will be a prominent area of research of 
the group.










氏　名 所属・職名 専門分野 役割






金　　　湛 愛知大学・教授 農村社会学 助言・情報提供
原田　忠直 日本福祉大学・准教授 応用経済学 研究分担者
川村　潤子 名古屋大学・博士課程後期 社会学 研究分担者





















































研究成果 学会発表（５）本 論文数（５）本 図書（０）冊
専門分野での意義 ［専門分野名］中国研究
［内容］社会格差、社会的移動、移住
学際性の有無 ［ 有 ］ 参加した専門分野数：［３］　分野名称［社会学、地理学、経済学］
文理連携性の有無 ［ 無 ］ 特筆事項：


























Yuanyuan Teng（2021）Factors in the Upward and Downward Social Integration of Land-Lost Farmers 
in China, conference “Current issues in the study of history, foreign relations and culture of Asian 


























氏　名 所属・職名 専門分野 役割












































































研究成果 学会発表（　）本 論文数（１）本 図書（２）冊
専門分野での意義 ［専門分野名］ ［内容］
学際性の有無 ［ 有／ 無 ］ 参加した専門分野数：［　］　分野名称［　］
文理連携性の有無 ［ 有／ 無 ］ 特筆事項： 














































英文）Comparative Studies on Family or Gender Norms and Islamic 




氏　名 所属・職名 専門分野 役割











































































































学際性の有無 ［ 有 ］ 参加した専門分野数：［３］　分野名称［歴史学、人類学、地域研究］
文理連携性の有無 ［ 無 ］ 特筆事項： 
－ 116 －










































ISOGAI Masumi and Marsil N. FARKHSHATOV, “Memoirs by Volga-Ural Ulamā  in the Early Soviet 
－ 117 －
Period,” 2nd International Academic Forum “Heritage,” International Scientific Conference “Current 
































尾賢一郎・後藤絵美・小柳敦史 ( 編 )『宗教と風紀：〈聖なる規範〉から読み解く現代』岩波書店、
2021年、36 ～ 61頁。









Fumoto Sono, “How Local Handicrafts Enter the Global Tourism Market: A Case Study on a Carpet 












WAZAKI Seika, Iqbol MELIQO'ZIEV, and Adham ASHIROV, Guli Armug'on: Women’s Local Islamic Ritual 
in Uzbekistan. （Ethnological film）
* 第９回国際民族誌映画祭「クラトヴォ 2020」（マケドニア） （9th Ethnological Documentary Film 
Festival “Kratovo 2020”） 入選、映画祭上映2020年10月２日。




研究題目 和文）レーダ技術によるエジプト世界遺産の保護英文）Cultural Heritage Preservation Using Radar Technology in Egypt
































Ground-based synthetic aperture radar is a device used for different 
purposes like motoring landslides, bridge vibrations, tunnel stability, etc. 
MIMO radars type GBInSAR is a new system that introduces many advantages 
over the conventional GB-SAR system like fast data acquisition, low weight, and 
high stability. 
 In our joint research, we evolved MIMO radar type GB-SAR to fundamentally 
add new features to the conventional GB-SAR devices with mechanically 
movable parts. Accordingly, it can be used for other purposes like cultural 
heritage preservation. The proposed MIMO GB-SAR prototype is implemented 
and installed in Sato-lab and showed stable monitoring performance［1］. 
The developed system consists of 16 transmit and 16 receive antennas 
working at 17 GHz, arranged to synthesize an equally spaced virtual array 
of 256 elements. The reason for selecting this number of elements is to be 
appropriate for monitoring relatively large-scale areas. 
The frequency modulated continuous wave unit（FMCW）is responsible for 
generating the transmitted signal and demodulating the received signal. An 
Arduino device was used to control the switching system. The FCMW signal is 
sent to the Tx switch stage and then transmitted signal transferred to the 15 
transmitting antenna elements. The reflected signal is received by the receiving 
antennas, which is governed by the Rx switch. Then, the data are passed 
through an analog to digital converter and finally acquired by PC. 








Developing such a new system gives a chance for building much cooperation 
between CNEAS and the other worldwide research institutes. Also, it 




研究成果 学会発表（　）本 論文数（　）本 図書（　）冊
専門分野での意義 ［専門分野名］ ［内容］
学際性の有無 ［ 有／ 無 ］ 参加した専門分野数：［　］　分野名称［　］
文理連携性の有無 ［ 有／ 無 ］ 特筆事項： 















［1］Anwer S. Abd El-Hameed, Motoyuki SATO, “Antenna Array for Ku-Band MIMO GB-SAR,” IEEE Access, 





英文）Exploring an expression method to promote cross-cultural




氏　名 所属・職名 専門分野 役割
是恒さくら
東 北 ア ジ ア 研 究 セ ン


















































































学際性の有無 ［ 有 ］ 参加した専門分野数：［４］　分野名称［芸術・医学・地域研究・工学］
文理連携性の有無 ［ 有 ］ 特筆事項： 





























氏　名 所属・職名 専門分野 役割
堀内　香里 東 北 ア ジ ア 研 究 セ ンター・学術研究員 モンゴル史









































































学際性の有無 ［ 無 ］ 参加した専門分野数：［　］　分野名称［　］
文理連携性の有無 ［ 無 ］ 特筆事項：












































● NINJBADGAR Zangad 他編 “
　（2021年７月刊行予定）




●  “  （清代のハラチン駅站とサイル = オス）” 
: Northeast Asian Study Series vol.2（2021
年３月刊行予定）
● （清代モンゴルにおける扶養につ
















• OYUNJARGAL Ochir “
 （『欽定平定準噶爾方略』のモンゴル訳について）”
• NINJBADGAR Zangad “
（清朝期ジェプツンダンバ・ホトクトの属民シャ
ビの行政構造：エルデネ・シャンゾドバ衙門を事例に）”




• MUNKHTULGA Rinchinkhorol “ （古代
テュルク王族の埋葬施設に関する諸課題について）”
•ULZIIBAYAR Sodnom “ （ハ
タニー・ボラグの周辺で発見された時代の異なる３つの墳墓について : ９-10世紀・13世紀・15-16
世紀）”
• ANKHBAYAR Danuu“ （イルハーン国におけるワ
ズィールの組織体系とその特徴）”
●研究会「ユーラシア遊牧民の地図史」2021/02/20於オンライン
•小沼孝博「天山を越えて：ムザルト峠とその役割」/Crossing the Tianshan: the Muzart Pass and its 
historical role
• Ts. ジャムバルドルジ「ジュンガルの “ アンギ ” について：フブン・ノヤン」/On the structure of the 
Junghar: an anggi of kobun noyan
•堀内香里「清代モンゴルの地図：その作成方法と目的の変遷」/Maps of the Qing era Mongols: 
changes in its creation method and the aim
●講演会「20世紀モンゴル史研究の現在」2021/03/13於オンライン
• LONJID Zorig “ : 1921.02.22- 
1921.07.10（モンゴル政府の財政・金融政策：1921年２月22日から７月10日）”
• BATBOLD Narantuya “ : 1921-1937（モンゴ
ル最後のザサクたちの運命：1921-1937年）”
• BOLDBAATAR Chunt “ : 1949-1960（モンゴル人民共和国
憲法史：1949-1960年）”
－ 127 －




氏　名 所属・職名 専門分野 役割
高倉　浩樹 センター・教授 社会人類学 総括
デレーニ
アリーン センター・准教授 文化人類学 漁業
川口　幸大 文学研究科・准教授 文化人類学 北極域と東アジア
中野久美子 医学研究科・助手 国際保健学 地域保健
石井　花織 環境科学研究科・博士後期 文化人類学 地域衛生
近藤　祉秋 神戸大学・講師 文化人類学 漁業






















































学際性の有無 ［ 有 ］ 参加した専門分野数：［２］　分野名称［保健学・言語学］
文理連携性の有無 ［ 有 ］ 特筆事項：


















•石井 花織「廃棄 / リサイクルにおけるもののフローと価値－日本のインフォーマル不用品回収業の事
例から－」日本文化人類学会 第54回研究大会（オンライン開催）、2021/5/29
［雑誌論文］
• Mathilde Højrup Autzen, Alyne Elizabeth Delaney，2021，Considering Social Sustainability 
in Eco-Certification for Small-Scale Fishing̶Why and How? Human Organization 80（1）61 - 
71.10.17730/1938-3525-80.1.61
• P. Ramírez-Monsalve, K. N. Nielsen, M. Ballesteros, T. S. Kirkfeldt, M. Dickey-Collas, A. Delaney, T. J. 
Hegland, J. Raakjær, P. Degnbol, 2021, Pulling mechanisms and pushing strategies: How to improve 
Ecosystem Advice Fisheries Management advice within the European Union's Common Fisheries 
Policy. Fisheries Research 233. 10.1016/j.fishres.2020.105751
•Hiroki Takakura, Yuichiro Fujioka, Vanda Ignatyeva, Toshikazu Tanaka, Nadezhda Vinokurova, Stepan 
Grigorev, Sardana Boyakova, 2020, Differences in local perceptions about climate and environmental 














氏　名 所属・職名 専門分野 役割
滕　　媛媛 東 北 ア ジ ア 研 究 セ ンター・助教 地域経済
在日中国人・
居住弱者
中山　愛子 経済学研究科・助教 経済地理学 ひとり親世帯
高千穂安長 経済学研究科・D3 地域計画 多重災害被害者
稲葉　雅子 経済学研究科・博士研究員 観光経済学 共同分析
増田　　聡 経済学研究科・教授 地域計画 助言
中村　哲也 共栄大学国際経営学部・教授 農業経済学 共同分析























































学際性の有無 ［ 有 ］ 参加した専門分野数：［４］　分野名称［経済学、地理学、都市計画、社会学］
文理連携性の有無 ［ 無 ］ 特筆事項：








国際連携 連携機関数：４ 連携機関名：南京師範大学、華中師範大学、香港理工大学 、ジュネーブ大学
国内連携 連携機関数：１ 連携機関名：藍野大学





















Yuanyuan Teng （2021）“Vulnerabilities of Chinese Migrants in Japan during the Pandemic”, 
International Young Researcher Symposium “Urbanism in the Age of COVID-19: Toward an Inclusive 















行動に着目して」『東北大学 高度教養教育・学生支援機構 紀要』No.7、pp. 47-56.（査読有）
滕媛媛（2020）「新型コロナウイルス感染拡大が在日華人に与える影響に関する調査の結果報告：全回
答者、労働者、中国人留学生の集計結果」『TERG Discussion Papers』no. 431、pp. 1-34.
滕媛媛・竹本圭佑（2021）「コロナ禍における中国人留学生の SNS 利用と社会関係資本に関する調査報


























































































学際性の有無 ［ 有 ］ 参加した専門分野数：［２］　分野名称［進化生態学、水産学］
文理連携性の有無 ［ 無 ］ 特筆事項：































•  Yamazaki, D., Miura, O., Uchida, S., Ikeda, M. & Chiba, S. Comparative seascape genetics of co-
distributed Monodonta spp. intertidal snails in the Japanese and Ryukyu archipelagoes. Marine 
Ecology Progress Series, Inter-Research Science Publisher, 2021.
•  Yamazaki, D. & Ikeda, M. Population genetic connectivity of the intertidal snails after Tsunami 






英文）Restoration Study for the Actual Use of Sendai Castle : 









兼平　賢治 東海大学文学部・准教授 日本近世史 研究支援











































































学際性の有無 ［ 有 ］ 参加した専門分野数：［４］　分野名称［考古学、日本中世史、日本近世史、日本思想史］
文理連携性の有無 ［ 無 ］ 特筆事項：





























































英文）Whole-rock geochemical database of jadeitite for data-driven




氏　名 所属・職名 専門分野 役割











































































学際性の有無 ［ 有 ］ 参加した専門分野数：［３］　分野名称［地質学　考古学　人類学］
文理連携性の有無 ［ 有 ］ 特筆事項：学内外の博物館関係者とネットワーク作りができた。






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































26号　 Hiroki Takakura, Yoshihiro Iijima, Vanda Ignatyeva, Alexandr Fedrov, Masanori Goto, 
Toshikazu Tanaka eds.
















▷日露ワークショップ THE RUSSIA-JAPAN WORKSHOP 2020:Russia-Japan Forum of Asian Studies
▷知のフォーラム フォローアップ 国際ワークショップ Integration of Humanities with Sciences: 
New Logistics understanding Human Adaptations in Northeast Asia（人類史を巡る文理融合方法
論の最前線）
▷国際ワークショップ 災害遺物と無形文化遺産の実践と倫理 The Practicalities and Ethics of 
Dealing with Disaster Remains & Cultural Heritage














































• Focus:  Area Studies in the Age of COVID-19
• Recent Events:  The Politics and Pitfalls of Maritime Governance
• Recent Events:  New Possibilities for Economic Development in Northeast Asia under the Belt and 
Road Initiative （BRI） - Focused on Logistics and Environment
• Recent Events:  Urban Mongolia: Phases of Transformation
• Recent Events:  THE RUSSIA-JAPAN WORKSHOP 2020: Russia-Japan Forum of Asian Studies I
• Recent Events:  Integration of Humanities with Sciences: New Logistics Understanding Human 
Adaptations in Northeast Asia
• Awards: IEICE （Institute of Electronics, Information and Communication Engineers）, Achievement 
Award June 2019
• Awards: Emeritus Professor Arata Hirakawa Receives Special Municipal Government Achievement 
Award from Sendai City
• New Staffs and Visiting Scholars 
• Publications 
• Letters:  Mengwen Zhu Southern University of Science and Technology























話題提供 ブレンソド（内蒙古師範大学）14：45 ～ 15：30
「清代モンゴルの法律：咸豊２年のハラチン中旗のアルバに関する規定」
討論 15：30 ～ 15：45
岡　洋樹（東北大学）16：00 ～ 16：45
「北元から清へ：清朝外藩統治の歴史的文脈
討論 16：45 ～ 17：00
第３回「中央ユーラシアのムスリムと家族・規範」研究会















































































































































　Crossing the Tianshan: the Muzart Pass and its historical role
• Ts. ジャムバルドルジ /Ts. JAMBALDORJ （内蒙古大学）
　「ジュンガルの “ アンギ ” について：フブン・ノヤン」
　On the structure of the Junghar: an anggi of kobun noyan
•中村篤志 /NAKAMURA Atsushi （山形大学）
　「清代モンゴルの駅站とハルハ社会：土地と寺院をめぐる対立と共存」
　Relay stations and Khalkha society of Qing-Mongolia: conflict and coexistence over land and 
temples
•堀内香里 /HORIUCHI Kaori （東北大学）
　「清代モンゴルの地図：その作成方法と目的の変遷」













　 : 1921.02.22- 1921.07.10 
　（モンゴル政府の財政・金融政策：1921年2月22日から7月10日）”
• BATBOLD Narantuya（モンゴル中央情報機関）






International Young Researchers Symposium
Urbanism in the Age of COVID-19: Toward an Inclusive and Resilient Society
英語の後に日本語のプログラムがございます。
In the past year, the pandemic brought unprecedented crises to the world. It has changed our 
perception of urban space and redefined social vulnerabilities. The transdisciplinary approach is 
therefore essential to respond to the uncertainties brought on by the coronavirus and increase the 
coping capacities of different population groups. This symposium will focus on the urban and social 
issues both caused by and exacerbated by the pandemic, coping strategies with the uncertainties 
of different levels, and the challenges in transdisciplinary approaches in building an inclusive and 
resilient society.
March 20, 2021 17:00 - 20:30 （JST）
Language: English （with Japanese simultaneous interpretation）
AGENDA
17:00 - 17:05 Opening Remarks
Hiroki Takakura （Professor and Director, Center for Northeast Asian Studies, Tohoku University）
17:05 - 18:00 Keynote Address
Roderick Lawrence （Honorary Professor, University of Geneva）
“Healthy and Resilient Cities in the COVID-19 Era: Transdisciplinary Responses are Needed”
18:05 - 19:10 Session I - Social Impacts of COVID-19
18:05 - 18:25 Shuangshuang Tang （Professor, Nanjing Normal University）
“Social Impacts of COVID-19 on Rural Migrants in China and Their Coping Strategies”
18:25 - 18:45 Aiko Nakayama （Assistant Professor, Tohoku University）
“Impacts of COVID-19 on the Households Raising Children in Japan”
18:45 - 19:05 Yuanyuan Teng （Assistant Professor, Tohoku University）
“Vulnerabilities of Chinese Migrants in Japan during the Pandemic”
19:15 - 20:20 Session II - Response Strategies
19:15 - 19:35 Jiang Gu （Associate Professor, Central China Normal University）
“A Community-Level Study on the Response Strategy to COVID-19 Transmission in Wuhan”
19:35 - 19:55 Xintao Liu （Assistant Professor, Hong Kong Polytechnic University）
“COVID-19, Inhabitant Response, Public Policy, and Travel Pattern: A Tale of Hong Kong”
19:55 - 20:15 Shohei Nagata （Member of Coronavirus Task Force of Ministry of Health, Labour 
and Welfare; Tohoku University）
“Mobility Change and Physical Inactivity due to the COVID-19 Outbreak in Japan”
20:20 - 20:30 Satoru Masuda （Professor, Tohoku University）
March 21, 2021 13:00 - 16:30 （JST）
Language: Japanese
13:05 - 13:25 Masaru Saito （Research manager, Japan Federation of Accredited ECEC Centers）
“Childcare in a Coronavirus Crisis”
13:25 - 13:55 Aiko Nakayama （Assistant Professor, Tohoku University）
“Impacts on Single-Mother Households due to the Declaration of a State of Emergency in Japan”
－ 167 －
13:55 ‒ 14:15 Masaru Imai （Director, New Business Development Section, Kokoromedi Limited 
Liability Company; Clinical Engineer）
“Verify the Support for Healthcare Professionals from the Case of the Child-Rearing Generation”
14:15 ‒ 14:35 Masako Inaba （Postdoctoral fellow, Tohoku University; President, Tabimusubi 
Co.,Ltd.）
“Changes in Consciousness of Tourists due to the Spread of COVID-19”
14:35 ‒ 14:55 Yasunaga Takachiho （PhD candidate, Tohoku university）
“Eliminate the Loss of Support for Victims-No One Left Behind”
14:55 ‒ 15:05 Yuanyuan Teng （Assistant Professor, Tohoku University）
“Housing, Health, and the COVID-19 Pandemic: A Case Study of the Young Generation in Tokyo”
15:15 ‒ 16:20 Panel Discussion
Maki Shoji Professor, Faculty of Business Administration, Ishinomaki Senshu University
Taku Sugano Associate professor, Business administration and Information Department, Kyoto 
College of Economics
Hidetaka Yanatsu Senior Director, Economic Affairs Bureau of Sendai
Keisuke Takemoto Assistant Professor, Department of Physical Therapy, Aino University
Moderator: Aiko Nakayama
16:20 ‒ 16:30 Closing Remarks
Satoru Masuda （Professor, Tohoku University）
Sponsor
Center for Northeast Asian Studies, Tohoku University
Co-sponsors
Earthquake Reconstruction Research Center, Graduate School of Economics and Management, 
Tohoku University
Young Researchers Support Projects, The Center-of-Innovation Tohoku （COI Tohoku）
Language: English （with Japanese simultaneous interpretation）










































































































































































































































Editorial Advisory Board of Journal Sibirica（Berghahn）Member of Edirotial Board　2018年１月～
2022年12月
Science Academy of Sakha Repblic（Yakutiia）, Russian Federation Member　2018年３月～現在

























シベリア人類史における文化の革新 [ 日本シベリア学会第 6 回研究大会 ]








全 267 頁 .[ 新泉社 ,(2021) １月 ]
　　　是恒さくら , 高倉浩樹
　2）　Permafrost and Culture: Global Warming and Sakha Republic(Yakutia), Russian Federation
　　　（執筆担当部分）https://www.amazon.co.jp/dp/B08ZMH66R2. [Tohoku University, Center for 
Northeast Asian Studies,(2021) ３月 ]
　　　Hiroki Takakura, Yoshihiro Iijima, Vanda Ignatyeva, Aleksandr Fedorov, Masanori Goto, Toshikazu 
Tanaka
研究論文（2020年４月～ 2021年３月）
　1）　デジタルアーカイブと映画から考える災害映像記憶の価値 . [ 是恒さくら · 高倉浩樹編『災害ド
キュメンタリー映画の扉』（新泉社）, (2021), 237-257]
高倉　浩樹
　2）　The Value of Visual Disaster Records from Digital Archives and Films in Post-3/11 Japan. 
[International Journal of Sustainable Future for Human Security, 7 (3), (2021), 58-65]
Hiroki Takakura, Sebastien Penmellen Boret
　3）　Differences in local perceptions about climate and environmental changes among residents in a 
small community in Eastern Siberia. [Polar Science, 27, (2021), 100556-100556]（査読あり）
Hiroki Takakura, Yuichiro Fujioka, Vanda Ignatyeva, Toshikazu Tanaka, Nadezhda Vinokurova, 
Stepan Grigorev, Sardana Boyakova
　4）　Why some peoples avoid the term ‘indigenous people’ as a self-designator and others do not: A 
Russian case-study. [Northeast Asian Studies, 25, (2021), 1-14]（査読あり）
Hiroki Takakura
　5）　Individualism and collectivism in small-scale fisheries post-3.11 Japan. [Disaster Prevention and 
Management: An International Journal, 30 (6), (2021), 26-38]
Hiroki Takakura
総説・解説記事（2020年４月～ 2021年３月）
　1）　Semi-Domestication. [The Blackwell Encyclopedia of Sociology, (2020), 1-2]
Hiroki Takakura
　2）　環境変化と北極域先住民 . [ 自然と科学の情報誌 ミルシル（国立科学博物館）, 13 (5), (2020), 
14-15]
高倉　浩樹
　3）　WBF-2019 Core Research Cluster of Disaster Science Planning Session as Disaster Preparedness: 
Participation in a Training Program for Conductor-Type Disaster Healthcare Personnel. [Journal 
of Disaster Research, 15 (7), (2020), 900-912]
ロシア・シベリア研究分野
－ 178 －
Junko Okuyama, Hiroyuki Sasaki, Shuji Seto, Yu Fukuda, Toshiki Iwasaki, Toru Matsuzawa, 













映画とデジタルアーカイブの特徴について論じた共著論文も刊行できた（International Journal of 




























　（2020年10月29日～ 2020年10月29日 , online（Novosibirsk, Russia)）口頭（一般）
中央ユーラシアのムスリム家族と女性：規範 · 言説研究の射程とロシア的文脈の検討 [2020 年度日
本中央アジア学会年次大会公開パネルセッション「中央ユーラシアの家族とジェンダー：規範・言説 
・ネットワーク」]











　(2020年12月13日～ 2020年12月13日 , オンライン、大阪府吹田市（関西大学）) 口頭（一般） 
遺産分割文書と相続分の算定：ロシア帝国トルキスタンとヴォルガ ・ウラル地域の比較から [ 第19 
回中央アジア古文書研究セミナー ]















































手稿のファクシミル（Marsil N. FARKHSHATOV and ISOGAI Masumi eds.“
Fuchu, Tokyo: Research Institute for Languages and 











































































































昨年度刊行した共編著 Marsil N. FARKHSHATOV and ISOGAI Masumi eds., “My Autobiography” by 
 MEIS-NIHU Series no. 3, Fuchu, Tokyo: Research 




Sebastian Cwiklinski, “Marsil N. FARKHSHATOV/ISOGAI Masumi: “



























































































に投稿した。また10月29日開催のノボシビルスク国立大学人文学院主催の国際会議 II International 






















日本考古学協会，日本旧石器学会，European Society for the study of Human Evolution，日本第四
紀学会，考古学研究会，International Union of Prehistoric and Protohistoric Sciences, Association of 
Archaeological Wear and Residue Analysts，日本人類学会，Asian Paleolithic Association
学会活動














































　1）　A 1.4-million-year-old bone handaxe from Konso, Ethiopia, shows advanced tool technology 
in the early Acheulean.[Proceedings of the National Academy of Sciences, 117 (31),(2020), 
18393-18400]（査読あり）
Katsuhiro Sano, Yonas Beyene, Shigehiro Katoh, Daisuke Koyabu, Hideki Endo, Tomohiko Sasaki, 
Berhane Asfaw, Gen Suwa
　2）　鹿児島県における後期旧石器時代前半期の様相．［九州旧石器，(2020)，143-154]
寒川朋枝，佐野勝宏





　4）　Reply to Barkai: Implications of the Konso bone handaxe.［Proceedings of the National Academy 
of Sciences,117(49),(2020), 30894-30895]







で、米国科学アカデミー紀要（Impact Factor 9.412, SJR 5.165）より出版された（Sano et al., 2020. 
A 1.4-million-year-old bone handaxe from Konso, Ethiopia, shows advanced tool technology in the 














content/369/6503/520.4）。また、ツイッター等の SNS でも435の媒体で取り上げられ、Altmetric 






















































































































社会系研究科スラヴ語スラヴ文学研究室年報 SLAVISTIKA XXXV, pp.435-452（査読なし、招待あり）, 
2020年８月20日刊（http://doi.org/10.15083/00080030）において示した。（注：この論文を収録し


















































































































































　1）　Divestment trends in Japan’s international coal businesses. [Renewable and Sustainable Energy 
Reviews, 124,(2020)]（査読あり）


































































































































Earth System Governance Project Senior Research Fellow　2018年05月～現在














　1）　Japan’s environmental diplomacy and the future of Asia-Pacific environmental cooperation. 
[International Relations of the Asia-Pacific, 21(1)，(2021)，121-156]( 査読あり )
Isao Sakaguchi, Atsushi Ishii, Yasuhiro Sanada, Yasuko Kameyama, Ayako Okubo, Katsuhiko Mori
本年度の研究成果の研究史上の意義・新知見など
• 地球環境変動に関する社会科学の最大の国際学術団体である Earth System Governance で科学
執行委員を務めている。その役職の仕事として、2020年の年次会合（オンライン；参加登録者
数は85カ国から1148人）の投稿発表のレビューを行い、また、同年次会合において、アジア太
平洋を対象としたイベントとして「Implications of disruption for earth system governance: Asia-
Pacific perspectives」（参加人数は118人）を主催した。











1993年５月　Macalester College, St.Paul, MN, USA 卒業 （B.A. Anthropology/Japan Studies）
2003年４月　University of Pittsburgh 卒業（Cultural Anthropology; Certificate in Asian Studies）
2003年４月　Institute for Fisheries Management and Coastal Community Development, Post-doctoral 
　　　　　     Fellowship, Hirtshals, Denmark
2007年７月　Aalborg University, Department of Planning, Aalborg, Denmark Assistant Professor






• International Association for the Study of the Commons
• Society for Applied Anthropology
　 -- Topical Interest Group, Risk and Disasters
• American Anthropological Association （AAA） 
　 -- Anthropology and Environment Section
　 -- Culture and Agriculture  
　 -- East Asia Section
• European Association for Social Anthropology
　 -- Disaster and Crisis Anthropology Network
• The European Association for Japanese Studies




•社会的・環境サステナビリティのため社会科学の利用の研究 [Using social science for social and 
environmental sustainability] （2018-2019）
•科研 C「津波被災地の地域農業・漁業復興における在来知と災害リスク軽減研究」（Using 
ethnography to understand the role of Local Ecological Knowledge in the recovery of farming and 




沿岸文化、災害 , 映像人類学 ,　漁業権、入り会い、社会的持続可能性とレジリエンス、日本、グリー
ンランド、ヨーロパの漁業地 , social impact assessment
外部機関における活動　activities at outside resources
Editorial Advisory Board of the Journal of Maritime Studies
Editorial Advisory Board Nature Conservation
Member of the Board
Centre for Maritime Research （MARE）, Amsterdam, the Netherlands
行政機関（government agencies）・企業（companies）・ＮＰＯ等参加 
Sea and Shore, The North Sea Centre, Hirtshals, Denmark. 2012-present
International Scientific Advisory Committee Member
Dutch Pulse Trawl Research Programme 2015-2019. Ministry of Economic Affairs and Agriculture, 
The Netherlands







Ex officio member of the Board, International Association for the Study of the Commons
著書（2020年４月～ 2021年３月）
　1）　"Denmark and Japan: Comparative Stories of Transitions and Challenges" IN the book: In the Era 
of Big Change: Essays About Japanese Small-Scale Fisheries（執筆担当部分）Author of chapter 
"Denmark and Japan: Comparative Stories of Transitions and Challenges". [TBTI Global,(2020)7 月]
Li, Y, T. Namikawa eds, Delaney, Alyne
研究論文（2020年４月～ 2021年３月）
　1）　Commentary 1 to the Manifesto for the Marine SocialSciences: fisheries. [Maritime Studies, 19 
(2), (2020)]（査読あり）
Steins, N.A, Toonen, H.M, Delaney, A.E
　2）　Denmark & Japan: Comparative Stories of Transitions and Challenges. [In the Era of Big Change: 




　3）　Pulling mechanisms and pushing strategies: How to improve Ecosystem Advice Fisheries 
Management advice within the European Union’s Common Fisheries Policy. [Fisheries Research, 
233, (2021)]（査読あり）
P. Ramírez-Monsalve, K. N. Nielsen, M. Ballesteros, T. S. Kirkfeldt, M. Dickey-Collas, A. Delaney, T. J. 
Hegland, J. Raakjær, P. Degnbol
　4）　Considering Social Sustainability in Eco-Certification for Small-Scale Fishing̶Why and How?. 
[Human Organization, 80(1), (2021), 61-71]（査読あり）
Mathilde Højrup Autzen, Alyne Elizabeth Delaney
本年度の研究成果の研究史上の意義・新知見など
Despite limitations on fieldwork in 2020, this year witnessed the fruition of my research on a number 
of levels. I continue my work on the themes of commons, coastal communities, fisheries, sustainability, 
resilience and coastal cultural heritage. Within these broad themes, my efforts specifically focused on 
blue justice for small-scale fisheries, including of society and societal data in fisheries management 
for social and environmental sustainability, and the importance of coastal cultural heritage.
Under the ”blue justice for small-scale fisheries” and ”community sustainability” themes, in 2020-21, 
I published an article（“Considering Social Sustainability in Eco Certification of Small-Scale Fishing 
‒ Why and How”）a book chapter（”Denmark & Japan: Comparative Stories of Transitions and 
Challenges”)and had my research highlighted in The Daily Fisheries Economics Newspaper（日刊水産
経済新聞 ). The paper ran a special series on the future of Japanese coastal fisheries（日本沿岸漁業の
未来 )and in my interview I highlighted the value of coastal communities and small-scale fisheries.
When thinking of including of society and societal data in fisheries management for social and 
environmental sustainability, I also published an article（“Pulling mechanisms and pushing strategies: 
How to improve Ecosystem Advice Fisheries Management advice within the European Union’s 
Common Fisheries Policy”）and commentary（“Commentary 1 to the Manifesto for the Marine Social 
Sciences: Fisheries）, gave invited talks（University of Tokyo: Resilience in Natural Resource Based 
Communities from an Anthropological Perspective” and “Coastal Communities, Policy and Fisheries 
Governance”）and was invited to scientific advisory committee working groups to give advice（European 
Commission, Scientific, Technical and Economic Committee for Fisheries, Human Dimensions of 
the CFP（Common Fisheries Policy Expert Working Group）on human dimensions of fisheries 
management.
My work on coastal cultural heritage and place attachment in coastal regions is on-going. 
Nevertheless, I was invited to give a keynote address（“Maritime Cultural Heritage of Matsushima 
Bay（Japan）: Mitigating Threats; Expanding Opportunities”)at the UNESCO-ICHCAP 2020 Maritime 
Intangible Cultural Heritage（ICH）Webinar Series. This work is actually an expansion on my coastal 
commons work and ties into my work on Japanese fisheries, summarized in the keynote speech 
for World Commons Week（Coastal Commons in Japan Today: A Sea Change?”）sponsored by the 
International Association for the Study of the Commons.
日本・朝鮮半島研究分野
－ 209 －
It goes without saying, that the lessons learned for society in disaster recovery continue, with on-
going fieldwork on place attachment and entrepreneurship in disaster-hit areas; I gave an invited talk 
（“Transformation of Fishing Industries”）on this, as well, in the international Symposium ”A Decade to 
the Great East Japan Disaster”.
As a part of the applied aspect of my work as a social scientist working on fisheries and coastal 
environmental issues, in addition to serving on international scientific working group meetings 
advising government, I also served as a reviewer for new marine-related degree programs （e.g., UKÄ-
Swedish National Higher Education Authority International Accreditation Review Panel for PhD and 
Master Degrees in Maritime Studies of the World Maritime University （WMU）, Mälmo, Sweden）. I 
view both these tasks as important work mainstreaming society and societal data into environmental 













　1）　Three Case Reports on the Cometary Plasma Tail in the Historical Documents. [Journal of Space 
Weather and Space Climate,(2020)]( 査読あり）
Hisashi Hayakawa, Yuri Fujii, Koji Murata, Yasuyuki Mitsuma, Yongchao Cheng, Nagatoshi 
Nogami, Kohei Ichikawa, Hidetoshi Sano, Kohji Tsumura, Yukiko Kawamoto, Masaki Nishino
　2）　Cometary records revise Eastern Mediterranean chronology around 1240 CE. [Publications of 
the Astronomical Society of Japan, (2021)]( 査読あり）













































































　1）　Rigid migration of Unzen lava rather than flow. [Journal of Volcanology and Geothermal 
Research, 407,(2020), 107073-107073]
Akio Goto, Keiichi Fukui, Takehiko Hiraga, Yasunori Nishida, Hidemi Ishibashi, Takeshi 









































































































International e-Conference & 8th Malacological Convention Philippines
(2021年３月17日～ 2021年３月19日，フィリピン）口頭（基調）
その他研究活動（2020年４月～ 2021年３月）













　1）　Type materials of the species of the Planorbidae(Mollusca, Gastropoda, Hygrophila)described by 
Shuichi　Mori. [Molluscan Research, 40(2),(2020), 169-182]（査読あり）
Takumi Saito, Satoshi Chiba, Hiroshi Fukuda
　2）　Evolutionary history and diversity of unionoid mussels (Mollusca: Bivalvia) in the Japanese 
archipelago. [Plankton and Benthos Research, 15(2),(2020), 97-111]（査読あり）
Isao Sano, Takumi Saito, Jun Ichi Miyazaki, Akihisa Shirai, Takeru Uechi, Takaki Kondo, Satoshi 
Chiba
　3）　The genetic structure of the marine flatwormStylochoplana pusilla(Rhabditophora: Polycladida) 
and its use of intertidal snails. [JOURNAL OF THE MARINE BIOLOGICAL ASSOCIATION OF THE 
UNITED KINGDOM, 100(5),(2020), 713-717]（査読あり）
Daishi Yamazaki, Tomoki Aota, Satoshi Chiba
　4）　Human-geographic effects on variat ions in the populat ion genet ics ofSinotaia 
quadrata(Gastropoda: Vivipari- dae)that historically migrated from continental East Asia to 
Japan. [ECOLOGY AND EVOLUTION, 10(15),(2020),8055-8072]（査読あり）
Bin Ye, Takumi Saito, Takahiro Hirano, Zhengzhong Dong, Van Tu Do, Satoshi Chiba
　5）　Ancient drainage networks mediated a large-scale genetic introgression in the East Asian 
freshwater snails. [Ecology and Evolution, 10(15),(2020), 8186-8196]（査読あり）
Osamu Miura, Misako Urabe, Hideaki Mori, Satoshi Chiba
　6）　The first record of the introduced land snail Bradybaena similaris (Férussac, 1822) (Mollusca: 




Takahiro Hirano, Takumi Saito, Shovon Mohammad Shariar, Rupamoy Tanchangya, Satoshi Chiba
　7）　First molecular examination of Vietnamese mudflat snails in the genus Naranjia Golding, Ponder 
& Byrne,2007 (Gastropoda: Amphibolidae).. [Scientific reports, 10(1),(2020), 18714-18714]
（査読あり）
Takumi Saito, Larisa Prozorova, Ngo Xuan Quang, Satoshi Chiba
　8）　Citizen science via social media revealed conditions of symbiosis between a marine gastropod 
and an epibiotic alga.. [Scientific reports, 10(1),(2020), 19647-19647]（査読あり）
Osamu Kagawa, Shota Uchida, Daishi Yamazaki, Yumiko Osawa, Shun Ito, Satoshi Chiba
　9）　A new replacement name for Chlorostoma lischkei Pilsbry, 1889(not of Tapparone-Canefri, 
1874)(Vetigas-tropoda: Trochida: Tegulidae).[Molluscan Research,(2020), 1-18]（査読あり）
Daishi Yamazaki, Takahiro Hirano, Satoshi Chiba, Hiroshi Fukuda
 10）  Comparative seascape genetics of co-distributed intertidal snails Monodonta spp. in the Japanese 
and Ryukyu archipelagoes. [MARINE ECOLOGY PROGRESS SERIES, 657,(2021), 135-146]
Daishi Yamazaki, Osamu Miura, Shota Uchida, Minoru Ikeda, Satoshi Chiba
 11）  Detection of Anolis carolinensis using drone images and a deep neural network: an effective tool 
for controlling invasive species. [BIOLOGICAL INVASIONS,(2021)]
Tomoki Aota, Koh Ashizawa, Hideaki Mori, Mitsuhiko Toda, Satoshi Chiba
総説・解説記事（2020年４月～ 2021年３月）
　1）　誰もが知っているダーウィンの名言は、進化論の誤解から生じた . [ 現代ビジネス，(2020)]
千葉聡
　2）　Translocation of endangered Mandarina in the Ogasawara Islands.. [Tentacle, 29，(2021), 36-
37]














































































淡水産貝類の形態的・遺伝的多様化における古代湖の役割の解明 [ 日本生態学会東北地区大会 ]
　(2020年11月21日～ 2020年11月21日 ) 口頭（招待・特別）
日本産陸・淡水産貝類の進化史 [ 日本生態学会 鈴木賞（奨励賞）受賞記念講演 ]






・平野尚浩として執筆）.[ 岡山県環境文化部自然環境課，(2020) ３月 ]
平野尚浩，福田宏
研究論文（2020年３月～ 2021年４月）
　1）　群馬県・山形県から発見されたハナタテヤマナメクジに類似したナメクジ．[ ちりぼたん ( 日本
貝類学会研究連絡誌 )，50(1)，(2020)，142-145]（査読あり）
平野尚浩，亀田勇一，齊藤匠，山崎大志，内田翔太
　2）　A new species of the genus Heterogen(Mollusca:Caenogastropoda: Viviparidae)from the 
Pleistocene Katata Formation of the Kobiwako Group, Shiga Prefecture, central Japan. [Plankton 
and Benthos Research, 15(3),(2020), 232-237]（査読あり）
Matsuoka, K., Hirano, T.
　3）　Human － geographic effects on variations in the population genetics of Sinotaia quadrata (Gastro 
poda:Viviparidae) that historically migrated from continental East Asia to Japan. [Ecology and 
Evolution, 10 (15), (2020), 8055-8072]（査読あり）




　5）　Use of tree resin as a food source by Galápagos land snails: a novel hypothesis for the 




Hirano, T., Recla, N.K., Oiler, I.M., Phillips, J.G., Parent, C.E.
　6）　The first record of the introduced land snail Bradybaena similaris (Mollusca: Heterobranchia: 
Camaenidae)from Bangladesh. [BioInvasions Records, 9 (4), (2020), 730-736]（査読あり）
Hirano, T., Saito, T., Shariar, S.M., Tanchangya, T.S.R., Chiba, S.
　7）　Revision for subspecies of Sinotaia quadrata (Gastropod: Viviparidae: Bellamyinae): evidence 
from molecular data and shell morphology. [Journal of Molluscan Studies, in press, (2021)]
Ye B, Hirano T, Saito T, Dong Z, Do VT, Chiba S
　8）　琉球列島における樹上性陸産貝類オキナワヤマタカマイマイ類 ( ニッポンマイマイ属 ) におけ
るカタツムリダニ属 Riccardoella( 胸板ダニ上目 : ケダニ目 : ヤワスジダニ科 ) の寄生状況 . [ 沖


























2004年～ 2006年　スタンフォード大学地質学環境学科　客員研究員 / 海外特別研究員
2006年～ 2006年　金沢大学ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー　講師（非常勤機関研究員）
















Journal of Metamorphic Geology（John Wiley & Sons）Editorial Review Board Member　2012年１月
～現在
International Geology Review（Taylor & Francis）Editorial Board Member　2013年１月～現在
Geologica Acta 誌（Biblioteca de Geologia: UB-CSIC）Managing Scientific Editor　2013年１月～現在
Associated Editor Island Arc（John Wiley & Sons）　2016年１月～現在
Russian Geology and Geophysics（Elsevier）Editorial Board Member　2018年７月～現在
PLOS ONE（Public Library of Science） Academic Editor　2018年８月～現在
国内会議　発表・講演（2020年４月～ 2021年３月）
東北アジア及び日本列島の地体構造発達史 [ 日本地質学会 第１回ショートコース ]
　(2020年９月19日～ 2020年９月19日，オンライン ) その他
英国王立地理学会アーカイブ収録の古地質図からよみとく近代地質学史 [Wiley ウェビナー（オンラ
インセミナー）]
　(2020年11月18日～ 2020年11月18日 ) 口頭（一般）
日本列島７億年：そのダイナミックな歴史を読み解く [ 石川県高等学校教育研究会地学部会講演会 ]







　1）　Eclogites in different tectonic settings, in ’Encyclopedia of Geology, 2nd Edition’（執筆担当部分）
Eclogites in different tectonic settings. [Elsevier, (2020)12 月 ]
Tsujimori, T., Mattinson, C.
研究論文（2020年４月～ 2021年３月）
　1）　Retrograde phases of former bridgmanite inclusions in superdeep diamonds. [Lithos, (2020), 
105659]（査読あり）
Zedgenizov, D., Kagi, H., Ohtani, E., Tsujimori, T., Komatsu, K.
　2）　Evidences for multistage and polychronous alkaline-ultrabasic Mesozoic magmatism in area of 
地球化学研究分野
－ 225 －
alluvial diamondiferous placers of the Anabar river basin (eastern slope of the Anabar shield). 
[Doklady Earth Sciences, 496 (1), (2021), 48-52]（査読あり）
Malkovets, V.G., Shatsky, V.S., Dak, A.I., Gibsher, A.A., Yakovlev, I.V., Belousova, E.A., Tsujimori, T., 
Sobolev, N.V.
　3）　Eclogites in different tectonic settings. [Encyclopedia of Geology 2nd Edition: Reference Module 
in Earth Systems and Environmental Sciences, (2021), 561-568]（査読あり）
Tsujimori T, Mattinson C
　4）　Reappraisal of the oldest high-pressure type schist in Japan: New zircon U-Pb age of the Kitomyo 
Schist of the Kurosegawa Belt. [Lithos, 380‒381, (2021), 105898]（査読あり）
Matsunaga S., Tsujimori T., Miyashita A., Aoki S., Aoki K., Pastor-Galán D., Yi K.
　5）　Crustal evolution of the Paleoproterozoic Ubendian Belt (SW Tanzania) western margin：A 
Central African Shield amalgamation tale. [Gondwana Research, 91, (2021), 286-306]（査読あ
り）
Ganbat A., Tsujimori T., Boniface N., Pastor-Galán D., Aoki S., Aoki S.
　6）　Temporal and spatial mineralogical changes in clasts from Mariana serpentinite mud volcanoes: 
Cooling of the hot forearc mantle at subduction initiation. [Lithos, 384-385, (2021), 105941]（査
読あり）
Ichiyama Y., Tsujimori T., Fryer P., Michibayashi K., Tamura A., Morishita T.
　7）　The δ 13C‒δ 18O variations in marble in the Hida Belt, Japan. [Island Arc, 30, (2021), e12389](査
読あり）
Harada, H., Tsujimori, T., Kunugiza, K., Yamashita, K., Aoki, S., Aoki, K., Takayanagi, H., Iryu, Y.
　8）　Trace-element zoning patterns in porphyroblastic garnets in low-T eclogites: Parameter 
optimization of the diffusion-limited REE-uptake model. [Island Arc, 30, (2021), e12394]（査読
あり）
Fukushima, R., Tsujimori, T., Kunugiza, K., Yamashita, K., Aoki, S., Aoki, K.
　9）　Revising estimates of antiphase domain size in eclogite-facies omphacites. [BGI (Bayerisches 
Forschungsinstitut für Experimentelle Geochemie und Geophysik) Annual Report 2020, (2021), 
126-127]





　2）　Cretaceous to Miocene NW Pacific Plate kinematic constraints: Paleomagnetism and Ar-Ar 
geochronology in the Mineoka Ophiolite Melange (Japan). [Earth and Space Science Open 
Archive (ESSOAr), (2020)]
Ganbat A., Pastor-Galán, D., Hirano, N., Nakamura, N., Sumino, H., Tsujimori, T., Yamaguchi, Y.
　3）　Evidence for crustal removal, tectonic erosion and flare-ups from the Japanese evolving forearc 
地球化学研究分野
－ 226 －
sediment provenance. [EarthArXiv, (2021)]
Pastor-Galán D., Spencer C., Furukawa T., Tsujimori T.
　4）　Revising estimates of antiphase domain size in eclogite-facies omphacites. [BGI (Bayerisches 
Forschungsinstitut für Experimentelle Geochemie und Geophysik) Annual Report 2020, (2021), 
127-127]













































































Melting of Reycled Crust Responsible for the Gutenberg Discontiuity[Goldschmidt 2020]
　(2020年６月26日 ～ 2020年６月26日 ) 口頭（一般）
国内会議　発表・講演（2020年４月～ 2021年３月）
Extremely High Volatiles of Petit-Spot[Goldschmidt 2020]
　(2020年６月26日～ 2020年６月26日 ) 口頭（一般）
歴史的大発見：東北沖太平洋超深海底の爆裂火口（マール）[ 日本火山学会 2020 年秋季大会 ]










　1）　Melting of recycled ancient crust responsible for the Gutenberg discontinuity. [Nature 
Communications, 11,(2020), 172]（査読あり）
Jia Liu, Naoto Hirano, Shiki Machida, Qunke Xia, Chunhui Tao, Shili Liao, Jin Liang, Wei Li, 
Weifang Yang, Guoying Zhang, Teng Ding
　2）　Alkali basalt from the Seifu seamount of the Japan Sea: post-spreading magmatism in the back-
arc region.[Solid Earth, 11, (2020), 23-36]（査読あり）
Tomoaki Morishita, Naoto Hirano, Hirochika Sumino, Hiroshi Sato, Tomoyuki Shibata, Masako 
Yoshikawa, Shoji Arai, Rie Nauchi, Akihiro Tamura
　3）　太平洋プレートの組成進化 海山・プチスポット・緑色岩．[ 新地球 , 1, (2020), 33-41]
平野直人
　4）　プチスポット火山岩中に含まれるカンラン岩捕獲岩の重要性：太平洋プレート形成に関与した
溶融コラム深部起源物質の物証．[ 新地球 , 1, (2020), 42-45]
森下知晃，田村明弘，針金由美子，阿部なつ江，平野直人
　5）　Tectonic implications of carbonate deposits on the eastern slope of the Hahajima Seamount in 
the collision zone between the Izu‒Bonin Arc on the Philippine Sea Plate and the Ogasawara 
Plateau on the Pacific Plate.[Island Arc, 29 (1), (2020), e12368]（査読あり）
Jun Miyata, Hideko Takayanagi, Akimasa Ishigaki, Naoto Hirano, Satoshi Shiokawa, Akira 
Nishimura, Tsutomu Nakazawa, Tsuyoshi Ishikawa, Kazuya Nagaishi, Hidekazu Tokuyama, Akira 
Ishiwatari, Yasufumi Iryu
　6）　Noble gas isotopic compositions of seamount lavas from the central Chile trench: implications for 
petit-spot volcanism and the lithosphere asthenosphere boundary. [Earth and Planetary Science 
Letters, 552, (2020), 116611]（査読あり）
Junji Yamamoto, Naoto Hirano, Mark D. Kurz
総説・解説記事（2020年４月～ 2021年３月）
















討したほか、プチスポットのもの（Liu, Hirano et al., 2020, Nature Comm.; Yamamoto, Hirano, Kurtz, 
2020, EPSL）や、白亜紀海山の形成ステージによる玄武岩組成変化（Hirano et al., 2021, Island Arc）、



































































　Dynamics of the Earth　2013年～現在
国内会議　発表・講演（2020年４月～ 2021年３月）
蔵王火山丸山沢噴気地熱地帯の火山物質科学的研究 [ 日本火山学会秋季大会 ]
　(2010年10月８日 ～ 2020年10月10日，神戸）口頭（一般）
Estimates of hydrological, thermal and chemical budgets of Okama Crater Lake, Zao Volcano, Japan: 
A preliminary study[ 日本地球惑星科学連合2020年大会 ]
　(2020年７月12日～ 2020年７月16日，オンライン）ポスター（一般）
蔵王火山丸山沢噴気地熱地帯の火山物質科学的研究 [ 日本火山学会秋季大会 ]





　1）　An experimental system for time-resolved x-ray diffraction of deforming silicate melt at high 
temperature.[REVIEW OF SCIENTIFIC INSTRUMENTS, 91 (9), (2020)]
Satoshi Okumura, Kentaro Uesugi, Tatsuya Sakamaki, Akio Goto, Masayuki Uesugi, Akihisa 
Takeuchi
　2）　Rigid migration of Unzen lava rather than flow. [JOURNAL OF VOLCANOLOGY AND 
GEOTHERMAL RESEARCH, 407, (2020)]
Akio Goto, Keiichi Fukui, Takehiko Hiraga, Yasunori Nishida, Hidemi Ishibashi, Takeshi 
Matsushima, Tsuyoshi Miyamoto, Osamu Sasaki
総説・解説記事（2020年４月～ 2021年３月）









































平成溶岩の厚さはおよそ70m で，自重による圧力は底部で最も高く1.71 MPa，表面から30m で0.79 
MPa，表面で0.10 MPa（大気圧）と計算される．Liu et al. （2005）の実験モデルによると，それぞれ






























































































2012年～ 現在　　アレイ型 GPR による震災復興のための社会貢献
所属学会
電子情報通信学会，The Institute of Electrical and Electronics Engineers （IEEE），物理探査学会，日
本地熱学会，資源・素材学会，Society of Exploration Geophysicists（SEG），Europian Association of 







IEEE Geoscience and Remote Sensing Society 　東京支部　支部長　2006年～ 2007年
IEEE Geoscience and Remote Sensing Society 　AdCom member　2006年～ 2014年
電子情報通信学会　電磁界理論研究会　副委員長　2013年～ 2015年
IEEE Sendai Chapter　副会長　2014年～ 2016年
電子情報通信学会　電磁界理論研究専門委員会　委員長　2015年～ 2017年
URSI-F 　国内委員会　委員長　2018年～現在














阿蘇市 県史跡の長目塚古墳内部をレーダーで調査（出演 · 執筆　テレビ　 NHK）　2021年３月






















































　物理探査学会ワンデーセミナー   「地中レーダ」　2006年～現在
国内会議　発表・講演（2020年４月～ 2021年３月）
Image Reconstruction and Processing Algorithm of GPR for Humanitarian Demining Sensor 
ALIS[International Workshop Advanced Technologies for Detection of Landmines and Improvised 
Explosive Devices]
　(2020年９月２日 ～ 2020年９月２日 ) シンポジウム・ワークショップ・パネル（公募）
MIMO GPR for environmental studies[9th International Conference on Environmental and 
Engineering Geophysics]
　(2020年10月12日～ 2020年10月12日 ) 口頭（基調）
東日本大震災への電波科学による復興活動 [ 仙台防災未来フォーラム 2021]

















　 [ 社会インフラの防災 減災に資する低廉で小型なリアルタイム変位画像化レーダー（汎用 MIMO 
型・GB-SAR）の開発 ]
研究論文（2020年４月～ 2021年３月）
　1）　Mapping and Assessment of Tree Roots using Ground Penetrating Radar with Low-Cost GPS. 
[Remote Sensing,(2020)]（査読あり）
Lilong Zou, Yan Wang, Iraklis Giannakis, Fabio Tosti, Amir M. Alani and Motoyuki Sato
　2）　A half-cut compact monopole antenna for SFCW radar based concrete wall monitoring with a 
passive cooperative target. [IEEE Geoscience and Remote Sensing Letters, 17（6）,（2020）, 973-
977]（査読あり）
Jiyu Guo. Weike Feng, Jean-MIchel Fried, Qing Zhao„ 佐藤源之
資源環境科学研究分野
－ 240 －
　3）　On the Use of Lateral Wave for the Interlayer Debonding Detecting in an Asphalt Airport 
Pavement Using a Multistatic GPR System. [IEEE Transactions on Geoscience and Remote 
Sensing, 58 (6), (2020), 4215-4224]（査読あり）
Lilong Zou, Li Yi, Motoyuki Sato
　4）　Atmospheric Phase Compensation in Extreme Weather Conditions for Ground-Based SAR. [IEEE 
Journal of Selected Topics in Applied Earth Observations and Remote Sensing, 13, (2020), 
3806-3815]（査読あり）
Amila Karunathilake, Motoyuki Sato
　5）　Iterative Atmospheric Phase Screen Compensation for Near-Real-Time Ground-Based InSAR 
Measurements Over a Mountainous Slope. [IEEE Transactions on Geoscience and Remote 
Sensing, 58(8), (2020), 5955-5968]（査読あり）
泉祐太 ，Liolong Zho，菊田和孝，佐藤源之
　6）　Ground Surface Reflection Compensation for Hand-Held GPR. [IEEE Geoscience and Remote 
Sensing Letters(Early Acess), (2020)]（査読あり）
Tomohiro Kondo, Kazutaka Kikuta, Motoyuki Sato
　7）　Performance of SAR Polarimetric Calibration Using Hybrid Corner Reflectors: Numerical 
Simulations and Experimental Measurements. [IEEE Journal of Selected Topics in Applied Earth 
Observations and Remote Sensing(Early Acess), 14, (2021), 440-451]（査読あり）
Suyun Wang, Kun-Shan Chen, Motoyuki Sato
　8）　Wide-angle Ultra-Wideband PolSAR Imaging Simulation of Canonical Targets. [Proc. 
International Symposium on Antennas and Propagation, (2021)]（査読あり）
Suyun Wang, Motoyuki Sato
　9）　A Monostatic/Bistatic Ground-Based Synthetic Aperture Radar System for Target Imaging and 
2-D Displace-ment Estimation. [IEEE Geoscience and Remote Sensing Letter, 18 (2), (2021), 
326-330]（査読あり）
Sun-Yun Wang, Weike Feng, Kazutaka Kikuta, Motoyuki Sato
  10）  Antenna Array for Ku-Band MIMO GB-SAR. [IEEE Access, 9, (2021), 29565-29572]（査読あり）
Anwer S. Abd El-Hameed, Motoyuki Sato
  11）  Study on Wavelet Entropy for Airport Pavement Inspection using a Multi-Static GPR System. 
[GEOPHYSICS,(2021), 1-74]（査読あり）
Lilong Zou, Kazutaka Kikuta, Amir M. Alani, Motoyuki Sato
  12）  Temporal H/alpha Target Decomposition for Landslide Monitoring Using Ku-Band GB-SAR Time 
Series. [IEEE Journal of Selected Topics in Applied Earth Observations and Remote Sensing, 
14(3), (2021), 3318-3329]（査読あり）
Yuta Izumi, Motoyuki Sato
  13）  Interlayer Debonding Inspection in Airport Pavements by MIMO GPR System. [EGU General 
Assembly, (2021)]（査読あり）





















NATO（北大西洋条約機構）の科学プロジェクト SPS(Science for Peace and Security  Programme), 
に "Accelerating Mine Clearance by Introducing a User-Friendly and Cost-Effective Dual-Sensor 
Detector in Humanitarian Demining Operations" に採択され2020年10月よりボスニア・ヘルツェゴ
ビナにおける、ALIS の利用に関する共同研究をオランダ国立応用科学研究機構 TNO ならびにボスニ
ア・ヘルツェゴビナ連邦地雷除去機関 FACP と共同して開始した。ALIS 装置２台の準備を終え、輸
































２．Best Design Award and Best Presentation Award,Changyu Zhou and Tomohiro Kondo (Team 


























　1）　Iterative Atmospheric Phase Screen Compensation for Near-Real-Time Ground-Based InSAR 
Measurements Over a Mountainous Slope. [IEEE Transactions on Geoscience and Remote 
Sensing, (2020), 1-14]( 査読あり）
Yuta Izumi, Lilong Zou, Kazutaka Kikuta, Motoyuki Sato
　2）　A Monostatic/Bistatic Ground-Based Synthetic Aperture Radar System for Target Imaging and 
2-D Displace-ment Estimation. [IEEE Geoscience and Remote Sensing Letters, (2020)](査読あり）
Suyun Wang, Weike Feng, Kazutaka Kikuta, Motoyuki Sato
資源環境科学研究分野
－ 244 －
　3）　Ground Surface Reflection Compensation for Hand-Held GPR. [IEEE Geoscience and Remote 
Sensing Letters (Early Acess), (2020)]( 査読あり）
Tomohiro Kondo, Kazutaka Kikuta, Motoyuki Sato
　4）　Study onWavelet Entropy for Airport Pavement Inspection using a Multi-Static GPR System. 
[GEOPHYSICS, (2021), 1-74]( 査読あり）































































上松塚村の江戸時代：百姓・村落の実像 [ すかがわ歴史講座（令和 2 年度第 1 回）]
　（2020年10月３日～ 2020年10月3日，須賀川市 ) 口頭（招待・特別）
御用留から読み解く滑川村の歴史：桑名家文書の事例から [ すかがわ歴史講座（令和 2 年度第 2 回）]
　（2020年10月10日～ 2020年10月10日，須賀川市 ) 口頭（招待・特別）
古文書の保存と活用：地域とともに歩む歴史学 [ 大河原町佐藤屋プロジェクト ]
　（2020年11月14日～ 2020年11月14日，宮城県大河原町 ) 口頭（招待・特別）
国内会議　主催・運営（2020年４月～ 2021年３月）
歴史学フォーラム2020








落社会：鎌先温泉一條家の記録から）187頁～ 209頁．[ 吉川弘文館，(2020)11 月 ]
荒武賢一朗，野本禎司，藤方博之
　2）　藩地域の環境と藩政：信濃国松代藩地域の研究Ⅵ（執筆担当部分）第 7 章（幕末維新期における





















































































































































　4）　コロナショックのもとでの資料保全活動．[ 史の杜 ( 東北アジア研究センター上廣歴史資料学研
究部門ニューズレター )，(9)，(2020)，7]
藤方博之
　5）　佐倉藩出羽飛地領締役の御用留「万手扣」( 特集 地域から描く歴史像 )．[ 駿台史學 = Sundai 


































中国における失地農民問題再考：都市生活者という視点から [ 東北アジア研究談話会 ]
　（2020年７月27日 ～ 2020年７月27日）口頭（一般）
Factors in the Upward and Downward Social Integration of Land-Lost Farmers in China[CURRENT IS-




　（2020年12月５日～ 2020年12月５日 ) 口頭（一般）
新型感染症の流行における在日中国人労働者の脆弱性 [ 第13回関西中国経済研究会 ]







Vulnerabilities of Chinese Migrants in Japan during the Pandemic[Urbanism in the Age of COVID-19: 
Toward an Inclusive and Resilient Society]
　（2021年３月20日～ 2021年３月20日）口頭（一般）




市部における近隣関係の変容」、「6. 2 近所の人はお互いに気にかけていますか」、「6. 3 近所の人





















































　1）　Women and Empowerment:Opportunities and Challenges（執筆担当部分）Chapter4"SUSTAINA 
BLE EMPOWERMENT FOLLOWING DISASTER:A CASE OF MARRIAGE-MIGRANT WOMEN IN 
THE 2011 TOHOKU DISASTER". [Nova Science Publishers, (2020)]
Eligio Fallaci Chapter 4:Shinya Uekusa & Sunhee Lee
研究論文（2020年４月～ 2021年３月）
　1）　Strategic invisibilization, hypervisibility and empowerment among marriage-migrant women in 
rural Japan. [Journal of Ethnic and Migration Studies, 46 (13), (2020), 2782-2799]（査読あり）


























究の成果としてデンマーク Aarhus 大学の Shinya Uekusa さんと共著で “Sustainable empowerment 
following disaster: A case of marriage-migrant women in tohoku” を国際共著として投稿 , Eligio 




















　2）　Dan Jin, New Possibilities for Economic Development in Northeast Asia Under the Belt and Road 











09：00 ～ 09：30　活動報告１（福島大学経済経営学類 朱ゼミ）







10：50 ～ 11：20　何　為民（広東海洋大学寸金学院 准教授）　


































アハメド  アンワー  セイド  アブデルハミード









　[Cultural Heritage Preservation Using Radar Technology in Egypt]
研究論文（2020年４月～ 2021年３月）
　1）　Small Frequency Ratio Multi-Band Dielectric Resonator Antenna Utilizing Vertical Metallic Strip 
Pairs Feeding Structure. [IEEE Access, 8, (2020), 112840-112845]（査読あり）
Asmaa I. Afifi; Adel B. Abdel-Rahman; Anwer S. Abd El-Hameed; Ahmed Allam; Sabah M. Ahmed
　2）　Can hexaferrite composites be used as a new artificial material for antenna applications?. 
[Ceramics International, 47(2), (2021), 2615-2623]（査読あり）
M.A.Darwishab, Asmaa I.Afificd, Anwer S.Abd El-Hameedde, H.F.Abosheiashaf, A.M.A.Henaishbg, 
D.Saloguba, A.T.Morchenkoa, V.G.Kostishyna, V.A.Turchenkohi, A.V.Trukhanovaij
　3）　Antenna Array for Ku-Band MIMO GB-SAR. [IEEE Access, 9, (2021), 29565-29572]（査読あり）
Anwer S. Abd El-Hameed; Motoyuki Sato
本年度の研究成果の研究史上の意義・新知見など
⑴　GPR
In this year, we continued developing the new GPR system operating below 20MHz which can 
penetrate long distances. The system is utilizing to make an electromagnetic survey for the great Giza 
Pyramid located in Giza, Egypt to validate the existence of a hidden chamber discovered a few years 
ago using muon radiography technology. 
Also, we conducted a new GPR survey sing GSSI system inside the king’s chamber with the help of 
our collaborative team in Egypt. The acquired data has been processed and reported. We are going to 
conduct more experiments inside the great Giza pyramid soon to confirm our findings.
I have conducted 10 online seminars to train the Egyptian collaborators on how to use our primary 
developed radar system to conduct an archeological survey inside the great Giza Pyramid.
Apart from the Giza pyramid project, I participated in a feasibility study using GPR to assist the 
資源環境科学研究分野
－ 262 －
situation regarding the slow-growing of some pine trees at Yamamoto City, Miyagi prefecture Japan.   
I also participated in conducting a GPR survey in Kakuda city, Miyagi prefecture Japan, for buried 
pipe detection using different devices; the YAKUMO system, and the Mala system.
⑵　GB-SAR
I continued developing the new MIMO radar type GB-SAR which we are planning to use for cultural 
heritage preservation around the world. The system calibration and software of data processing have 
been established. The proposed MIMO GB-SAR prototype is implemented and installed in Sato-lab and 
showed stable monitoring performance [1]. 
Furthermore, I engaged in new GB-SAR research for monitoring the sea banks during the flood 
seasons. We conducted an experiment at Tsukuba, Japan. Currently, we are analyzing the data and 
investigating the results.  
References:
　１．A. S. Abd El-Hameed, Motoyuki SATO, “ Antenna Array for Ku-Band MIMO GB-SAR,” IEEE Access , 












　2）　The genetic structure of the marine flatworm Stylochoplana pusilla (Rhabditophora: Polycladida) 
and its use of the intertidal snails. [Journal of the Marine Biological Association of the United 
Kingdom, 100 (5), (2020), 713-717]（査読あり）
Daishi Yamazaki, Tomoki Aota, Satoshi Chiba
　3）　Citizen science via social media revealed conditions of symbiosis between a marine gastropod 
and an epibiotic alga.. [Scientific Reports, 10 19647, (2020)]（査読あり）
Kagawa, O, Uchida, S, Yamazaki, D, Osawa, Y, Ito S, Chiba, S
　4）　A new replacement name for Chlorostoma lischkei Pilsbry, 1889 (not of Tapparone-Canefri, 
1874) (Vetigas-tropoda: Trochida: Tegulidae). [Molluscan Research, 40 (4), (2020), 327-344]
（査読あり）
Daishi Yamazaki, Takahiro Hirano, Satoshi Chiba, Hiroshi Fukuda
　5）　Comparative seascape genetics of co-distributed intertidal snails Monodonta spp. in the Japanese 
and Ryukyu archipelagoes. [Marine Ecology Progress Series, 657, (2021), 135-146]（査読あり）
D Yamazaki, O Miura, S Uchida, M Ikeda, S Chiba
　6）　A complete dietary review of Japanese birds with special focus on molluscs. [Scientific Data, 8 
(1), (2021)]（査読あり）
Yuta Morii, Munehiro Kitazawa, Theodore E. Squires, Megumi Watanabe, Yoshiaki Watanabe, 
Takumi Saito, Daishi Yamazaki, Akitomo Uchida, Yoshiyasu Machida
総説・解説記事（2020年４月～ 2021年３月）











2020年度は査読付英文誌において、主著論文３本（Yamazaki et al., 2020a, Journal of the Marine 
Biological Association of the United Kingdom; Yamazaki et al., 2020b, Molluscan Research; Yamazaki 
et al., 2021, Marine Ecology Progress Series）、共著論文２本（Kagawa et al., 2020, Scientific Reports ; 

































寒川朋枝2020「九州地方の岩偶について」『考古学ジャーナル』744  pp.22-26 ニューサイエンス社
書評
寒川朋枝2020「Palaeo Reference」『旧石器時代研究への視座 Communications of the Palaeo Pers 













































　1）　Suyun Wang, Kun-shan Chen, and Motoyuki Sato, “Performance of SAR Polarimetric Calibration 
Using Hybrid Corner Reflectors: Numerical Simulations and Experimental Measurements”, IEEE 
Journal of Selected Topics in Applied Earth Observations and Remote Sensing , doi: 10.1109/
JSTARS.2020.3036392. Jan, 2021.
　2）　Suyun Wang and Motoyuki Sato, “A Monostatic/Bistatic Ground-based Synthetic Aperture Radar 
System for Target Imaging and Two-dimensional Displacement Estimation”, IEEE Geosci. Remote 
Sen. Lett . doi: 10.1109/LGRS.2020.2971662. Feb, 2020.
　3）　Suyun Wang, Zhongchang Sun, Huadong Guo and Wei Shen, “Extracting Built-up Areas from 
TerraSAR-X Data Using Object-Oriented Classification Method [J]”, Remote Sensing Technology 
and Application. （In Chinese）, vol.32(4): 780-786. Aug, 2017.
　4）　Cheng-Yen Chiang, Kun-Shan Chen, Ying Yang, Suyun Wang, Gen-Yuan Du, “A Fast Computation 
for SAR Image Simulation: From Scattering to Focusing”, IEEE Access , Peer-reviewed. Oct, 2020.
　5）　Weike Feng, Jean-Michel Friedt, Giovanni Nico, Suyun Wang, Gilles Martin and Motoyuki Sato, 
“Passive Bistatic Ground-Based Synthetic Aperture Radar: Concept, System, and Experiment 
Results”, Remote Sens., vol. 11(15), 1753. July, 2019.
Conference Papers 
　6）　Suyun Wang and Moto yuki Sato, “Wide-angle Ultra-Wideband PolSAR Imaging Simulation of 
Canonical Targets”, ISAP 2020 International Symposium on Antennas and Propagation. Nov, 
2020.
　7）　Suyun Wang, Weike Feng and Motoyuki Sato, “Polarimetric Calibration for a Ground -based 
Synthetic  Aperture  Radar System,” 2019 Photonics & Electromagnetics Research Symposium - 
Fall (PIERS - Fall) , Xiamen, China, 2019, pp.
632-639, Dec,  2019.
　8）　Suyun Wang, Weike Feng, Kazutak a Kikuta , Gri gory Chernyak and Motoyuki Sato, “Ground-Bas 
ed Bistatic Polarimetric Interferometric Synthetic Aperture Radar System,” IGARSS 2019-2019 
IEEE International Geoscience and Remote Sensing Symposium, Yokohama, Japan, 2019, pp. 
8558-8561, Jul, 2019. 
　9）　Suyun Wang and Kun-Shan Chen, “Numerical and Experimental Evaluation of Polarimetric 
Calibration Using Hybrid Corner Reflectors,” IGARSS 2016 - 2016 IEEE International Geoscience 
and Remote Sensing Symposium, Beijing, 2016, pp. 7380- 7383, Jul,  2016.
  10）  Suyun Wang and Zhongchang Sun , “Extracting Built -up Areas From TerraSAR -X Data Using 
Object-Oriented Classification Method”, International Symposium on Earth Observation for One 
Belt and One Road, Earth and Environmental Science, vol.57（2017）012036, doi:10.1088/1755-
プロジェクト研究部門　最新科学による遺跡調査ユニット
－ 268 －
1315/57/1/012036. Beijing, China, May, 2016.
  11）  Weike Feng, Jean-Michel Friedt, Suyun Wang , Hai Liu and Motoyuki Sato, “Passive Bistatic 
Radar Using Digital Terrestrial Television Broadcasting Signal for Subsurface Target Detection, ” 
2019 Photonics & Electromagnetics Research Symposium-Fall（PIERS-FallS) , Xiamen, China, 
2019, pp. 586-597, Dec, 2019.
  12）  Weike Feng, Giovanni Nico, Jiyu Guo, Suyun Wang and Motoyuki Sato, “Estimation of 
Displacement Vector by Linear MIMO Arrays with Reduced System Error Influences” 2019 IEEE 
International Geoscience and Remote Sensing Symposium, doi: 10.1109/IGARSS.2019.8900539, 
pp. 346-349. Yokohama, Japan, Jul , 2019 .
Awards/Scholarships
Professional Director for Sustainable Environment in IELP　Sep, 2020 
　(Tohoku University) 
Best Student Paper Award 3rd Prize in PIERS　 Dec, 2019 
　(PIERS: PhotonIcs and Electromagnetics Research Symposium)
Japanese Government Scholarship　2017 ～ 2020  
　(MEXT) 
China National Scholarship　July, 2017 
　(for top 0.2% Master Student in China) 
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•従来システムの課題：地表設置型合成開口レーダ (GBSAR) による変位推定では、視線方 向に対 す
る１次元の変位しか求められず精度が低い。 
•新規解決提案： バイスタティック受信機として光電界センサを用いて、４種全ての 偏波 データを
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